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２
０
２
２
年
は
、
年
初
よ
り
コ
ロ
ナ
禍
や

鋼
材
価
格
の
高
騰
に
見
舞
わ
れ
た
年
で
あ
る

が
、
年
初
に
は
予
期
し
な
い
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危

機
や
急
速
な
円
安
進
行
な
ど
、
想
像
を
超
え

た
波
瀾
万
丈
の
年
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
に
振

り
回
さ
れ
た
自
粛
期
間
に
中
小
製
造
業
を
取

り
巻
く
外
部
環
境
は
激
変
し
た
。
『
劣
化
列

島
日
本
』
を
テ
ー
マ
と
し
た
『
本
年
度
シ
リ

ー
ズ
９
回
目
』
は
、
日
本
の
精
密
板
金
業
界

の
今
日
を
、
歴
史
的
観
点
も
踏
ま
え
考
察

し
、
業
界
の
抱
え
る
課
題
を
浮
き
彫
り
に
し

て
い
き
た
い
。

　
筆
者
は
、
精
密
板
金
業
界
で
40
年
間
に
亘

る
人
生
を
送
っ
て
き
た
。
販
売
畑
一
筋
に
、

国
内
外
の
お
客
さ
ま
を
渡
り
歩
く
こ
と
が
常

で
あ
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
３
年
間
近

く
海
外
出
張
を
自
粛
し
た
。
コ
ロ
ナ
の
緩
和

を
背
景
に
、
数
カ
月
前
よ
り
海
外
出
張
を
積

極
的
に
再
開
し
た
が
、
久
し
ぶ
り
の
海
外
で

鳥
肌
が
立
つ
よ
う
な
衝
撃
に
難
遇
し
た
。
ア

ジ
ア
で
の
出
来
事
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
期
間

中
、
日
本
企
業
は
自
粛
、
海
外
企
業
（
特
に

ア
ジ
ア
の
パ
ワ
ー
企
業
）
は
攻
撃
の
違
い
か

ら
、
ア
ジ
ア
の
パ
ワ
ー
企
業
の
急
発
展
と
変

化
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
驚
愕
と
不
安
を

隠
し
き
れ
な
い
。
こ
の
驚
愕
と
不
安
と
は
日

本
の
製
造
業
の
将
来
へ
の
危
惧
で
あ
る
。
日

本
で
は
依
然
と
し
て
マ
ス
ク
着
用
を
義
務
化

し
、
多
く
の
会
合
の
自
粛
も
続
い
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
対
策
に
関
わ
ら
ず
、
経
営
戦
略
や
そ

の
戦
術
に
至
る
ま
で
、
「
臆
病
劣
化
」
の
病

に
冒
さ
れ
て
い
る
企
業
が
多
く
存
在
す
る
。

劣
化
を
も
た
ら
す
最
大
要
因
は
、
『
守
り
に

徹
す
る
』
日
本
全
体
の
雰
囲
気
で
あ
る
。
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
り
『
強
き
者
が
さ
ら
に
強
く
な

り
、
弱
き
も
の
が
さ
ら
に
弱
く
な
っ
た
』
。

守
っ
た
ら
負
け
！
　
攻
め
た
ら
勝
ち
！
　
の

結
果
で
あ
る
。
ア
ジ
ア
の
強
者
は
コ
ロ
ナ
禍

に
、
『
攻
め
て
攻
め
て
』
の
結
果
、
大
蛇
に

変
身
し
た
企
業
が
続
出
し
て
い
る
が
、
日
本

は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
？
　
筆
者
の
ホ
ー
ム
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
あ
る
「
精
密
板
金
市
場
」
を
俯

瞰
的
に
眺
め
て
み
た
い
。

　
ま
ず
指
摘
す
べ
き
は
、
日
本
特
有
の
閉
塞

感
が
精
密
板
金
市
場
に
も
充
満
し
て
い
る
と

い
う
現
実
で
あ
る
。
日
本
の
精
密
板
金
業
界

は
生
産
高
ト
ー
タ
ル
が
年
間
４
兆
円
の
巨
大

産
業
で
あ
り
、
米
国
に
匹
敵
す
る
世
界
最
大

規
模
を
誇
っ
て
い
る
が
、
業
界
内
で
そ
の
認

識
は
薄
く
、
誇
り
に
も
乏
し
い
。
日
本
の
精

密
板
金
業
界
は
『
成
長
性
の
あ
る
有
望
業

種
』
で
あ
る
。
し
か
し
、
国
内
に
は
２
万
社

を
超
え
る
精
密
板
金
製
造
企
業
が
存
在
し
、

強
者
・
弱
者
の
二
極
化
が
極
端
に
進
行
し
て

い
る
。
弱
者
企
業
で
は
受
注
減
少
な
ど
経
営

課
題
が
山
積
み
で
、
弱
者
の
存
続
は
容
易
で

は
な
い
。
日
本
の
精
密
板
金
の
歴
史
を
紐
解

く
と
、
50
年
前
の
Ｎ
Ｃ
機
誕
生
か
ら
業
界
が

大
発
展
し
た
。
１
９
７
０
年
代
か
ら
バ
ブ
ル

崩
壊
の
90
年
代
ま
で
は
、
「
マ
シ
ン
時
代
」

と
も
呼
ば
れ
、
『
最
新
機
械
の
導
入
で
儲
か

っ
た
』
時
代
の
繁
栄
物
語
で
あ
る
。
70
年
代

に
市
場
に
台
頭
し
た
Ｎ
Ｃ
タ
ー
レ
ッ
ト
パ
ン

チ
プ
レ
ス
（
愛
称
＝
タ
レ
パ
ン
）
は
、
生
産

性
10
倍
を
誇
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
実
現

し
、
精
密
板
金
市
場
の
発
展
に
大
き
く
寄
与

し
た
。
　

　
そ
し
て
、
90
年
以
降
に
本
格
台
頭
す
る
レ

ー
ザ
マ
シ
ン
に
よ
り
、
精
密
板
金
の
加
工
範

囲
が
大
幅
に
拡
大
。
レ
ー
ザ
マ
シ
ン
を
導
入

す
る
企
業
は
、
新
規
の
発
注
元
開
拓
に
も
成

功
し
、
発
展
を
遂
げ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、

近
年
に
な
っ
て
マ
シ
ン
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

に
限
界
が
見
え
て
き
た
。
『
最
新
機
械
の
導

入
で
儲
か
っ
た
』
は
神
話
と
な
り
「
マ
シ
ン

時
代
」
は
過
去
の
も
の
と
な
っ
た
。
も
ち
ろ

ん
、
老
朽
マ
シ
ン
の
入
れ
替
え
や
設
備
増
設

は
必
須
で
あ
り
、
助
成
金
な
ど
を
活
用
し
た

マ
シ
ン
へ
の
投
資
は
、
有
効
な
経
営
戦
略
で

は
あ
る
が
、
精
密
板
金
企
業
に
と
っ
て
老
朽

マ
シ
ン
の
入
れ
替
え
や
増
設
で
未
来
創
造
で

き
る
の
か
？
　
の
問
に
、
残
念
な
が
ら
そ
の

答
え
は
Ｎ
Ｏ
！
　
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
少

子
高
齢
化
に
よ
る
労
働
人
口
の
減
少
だ
。
人

手
不
足
が
中
小
製
造
業
の
経
営
課
題
に
重
く

の
し
か
か
っ
て
お
り
、
『
自
動
化
』
が
必
須

で
あ
る
。
『
自
動
化
な
く
し
て
未
来
な
し
』

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　
精
密
板
金
業
界
２
万
社
の
勝
ち
残
り
の
カ

ギ
は
『
自
動
化
』
で
あ
る
。
自
動
化
実
現
に

は
、
Ｄ
Ｘ
（
Ｄ
ｉ
ｇ
ｉ
ｔ
ａ
ｌ
　
Ｔ
ｒ
ａ
ｎ

ｓ
ｆ
ｏ
ｒ
ｍ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
）
の
実
現
が
必
須

で
あ
る
。
世
間
で
は
Ｄ
Ｘ
が
大
流
行
で
あ
る

が
、
板
金
Ｄ
Ｘ
の
目
的
は
『
自
動
化
に
よ
る

企
業
改
革
』
と
断
言
で
き
る
。
ア
ジ
ア
の
強

者
企
業
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
徹
底
的
な
自
動
化

・
Ｄ
Ｘ
化
に
投
資
し
て
い
る
。

　
自
動
化
と
は
、
人
手
に
代
わ
っ
て
ロ
ボ
ッ

ト
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。
タ
イ
・
バ
ン
コ
ク

の
精
密
板
金
企
業
で
あ
る
ジ
ン
パ
オ
社
は
、

従
業
員
数
１
０
０
０
人
を
誇
る
ア
ジ
ア
最
大

の
精
密
板
金
企
業
で
あ
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の

間
に
数
十
億
円
の
投
資
を
行
い
、
新
工
場
建

設
と
製
造
現
場
の
自
動
化
を
推
進
し
た
。

　
新
工
場
は
す
で
に
生
産
を
開
始
し
て
お

り
、
２
０
０
台
を
超
え
る
ロ
ボ
ッ
ト
が
稼
働

し
て
い
る
。
こ
の
自
動
化
・
Ｄ
Ｘ
工
場
を
武

器
に
、
米
国
巨
大
企
業
か
ら
サ
ー
バ
ー
ラ
ッ

ク
や
搬
送
機
器
な
ど
を
大
量
受
注
し
、
売
り

上
げ
は
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。
ジ

ン
パ
オ
の
自
動
化
は
製
造
現
場
の
ロ
ボ
ッ
ト

だ
け
で
は
な
い
。
事
務
所
の
受
注
処
理
や
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
な
ど
人
手
に
関
わ
る
作
業

を
Ｒ
Ｐ
Ａ
と
称
す
る
ソ
フ
ト
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ

り
多
く
の
自
動
化
を
実
現
し
て
い
る
。
実
践

的
Ｄ
Ｘ
の
成
功
企
業
で
あ
る
。
日
本
の
精
密

板
金
業
界
で
も
、
自
動
化
・
Ｄ
Ｘ
化
を
強
力

に
推
進
す
る
経
営
者
が
増
え
て
い
る
。
こ
の

「
自
動
化
・
Ｄ
Ｘ
化
へ
の
挑
戦
」
が
強
者
に

躍
り
出
る
最
大
の
武
器
で
あ
り
、
「
臆
病
劣

化
」
と
は
無
縁
の
将
来
戦
略
の
要
で
あ
る
。

株式会社アルファTKG社長　高木　俊郎

提　　言

日
本
の
製
造
業

再
起
動
に
向
け
て
●●91●●

　
高
木
俊
郎
（
た
か
ぎ
・
と
し
お
）
株
式
会

社
ア
ル
フ
ァ
Ｔ
Ｋ
Ｇ
社
長
。
１
９
５
３
年
長

野
市
生
ま
れ
。
２
０
１
４
年
３
月
ま
で
ア
マ

ダ
専
務
取
締

役
。
電
気
通
信

大
学
時
代
か
ら

ア
ジ
ア
を
中
心

に
海
外
を
訪
問

し
て
見
聞
を
広

め
、
77
年
に
ア
マ
ダ
入
社
後
も
海
外
販
売
本

部
長
や
欧
米
の
海
外
子
会
社
の
社
長
を
務
め

な
が
ら
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
観
点
か
ら
日
本
お

よ
び
世
界
の
製
造
業
を
見
て
き
た
。

劣
化
列
島
日
本
／
希
望
と
勇
気
⑨

「
臆
病
劣
化
の
現
実
」と
自
動
化
・
Ｄ
Ｘ
化
へ
の
挑
戦

　
先
日
、
国
際
物
流
展
２
０
２
２
の
日

立
製
作
所
ブ
ー
ス
で
、
労
働
災
害
の
Ｖ

Ｒ
体
験
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
１
４
０

種
類
近
く
の
労
働
災
害
が
実
際
に
体
験

で
き
る
と
の
こ
と
で
、
Ｖ
Ｒ
ゴ
ー
グ
ル

を
か
ぶ
り
、
何
や
ら
配
線
が
し
て
あ
る

手
袋
を
は
め
、
バ
ー
チ
ャ
ル
な
製
造
現

場
に
没
入
し
た
後
、
説
明
員
の
指
示
の
も
と
ス

タ
ー
ト
。
実
は
こ
れ
が
初
め
て
の
Ｖ
Ｒ
体
験
。

ど
ん
な
も
の
か
と
と
て
も
ド
キ
ド
キ
し
た
▼
一

つ
目
の
労
災
体
験
は
「
切
削
油
の
火
災
」
。
切

削
油
を
廃
棄
す
る
た
め
に
配
管
の
バ
ル
ブ
を
開

け
る
と
勢
い
よ
く
切
削
油
が
流
れ
出
し
、
飛
び

散
っ
て
引
火
。
あ
っ
と
い
う
間
に
炎
が
立
ち
上

り
、
目
の
前
が
炎
の
オ
レ
ン
ジ
色
に
包
ま
れ
た

と
こ
ろ
で
終
了
。
バ
ル
ブ
を
開
け
す
ぎ
て
想
定

以
上
の
流
量
が
出
た
こ
と
が
事
故
の
原
因
の
よ

う
だ
っ
た
。
二
つ
目
は
「
配
電
盤
の
取
り
外
し

作
業
」
。
配
電
盤
の
電
子
部
品
を
ド
ラ
イ
バ
で

外
し
た
瞬
間
、
左
手
に
ビ
リ
ッ
と
電
気
が
走
っ

て
感
電
。
思
わ
ず
「
い
て
っ
」
と
声
を
上
げ
て

し
ま
う
ほ
ど
の
痛
み
だ
っ
た
。
配
電
盤
の
ア
ー

ス
を
取
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
原
因
で
、
感

電
の
恐
ろ
し
さ
を
身
を
も
っ
て
体
験
し
た
。
同

じ
シ
ス
テ
ム
で
２
種
類
の
労
災
を
体
験
し
た

が
、
心
に
残
っ
た
の
は
圧
倒
的
に
後
者
。
私
は

二
度
と
感
電
し
た
く
な
い
の
で
、
こ
れ
か
ら
は

電
気
の
利
用
に
は
細
心
の
注
意
を
払
う
よ
う
に

な
る
だ
ろ
う
。
実
体
験
し
て
、
痛
み
を
知
り
、

そ
れ
に
よ
っ
て
労
災
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
こ

の
Ｖ
Ｒ
労
災
体
験
シ
ス
テ
ム
の
狙
い
と
の
こ

と
。
ま
ん
ま
と
は
ま
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
素
晴

ら
し
い
技
術
の
使
い
方
だ
▼
労
働
災
害
の
発
生

件
数
は
年
々
減
っ
て
は
い
る
が
、
そ
の
一
方
で

製
造
現
場
は
、
設
備
が
老
朽
化
し
、
事
故
を
知

る
熟
練
者
が
減
り
、
人
手
不
足
で
１
人
の
作
業

員
が
カ
バ
ー
す
る
領
域
が
広
が
っ
て
い
る
。
実

際
は
現
場
の
作
業
員
の
注
意
の
お
か
げ
で
ギ
リ

ギ
リ
の
と
こ
ろ
で
事
故
を
起
こ
さ
ず
、
踏
み
と

ど
ま
っ
て
い
る
状
態
だ
。
安
全
技
術
が
進
化
し

て
い
る
と
は
言
え
、
現
場
運
用
の
メ
イ
ン
は
人

で
あ
り
、
事
故
防
止
に
は
彼
ら
の
安
全
意
識
の

向
上
が
最
も
効
果
的
。
そ
の
た
め
に
も
デ
ジ
タ

ル
技
術
で
事
故
の
可
能
性
を
下
げ
る
と
同
時

に
、
失
敗
し
て
も
良
い
空
間
の
な
か
で
あ
え
て

彼
ら
に
失
敗
を
経
験
さ
せ
、
頭
で
理
解
し
、
肌

で
感
じ
て
、
自
分
ご
と
と
し
て
も
ら
う
こ
と
が

有
効
だ
。

失敗は成功の糧　デジタル空間で失敗・事故をどんどん経験しよう

創
立
50
周
年
記
念
シ
ン
ポ

10
月
13
、14
日

リ
ア
ル
＆
オ
ン
ラ
イ
ン

JARA

Ａ
Ｉ
使
い
産
業
用

モ
ー
タ
設
計
支
援

三
菱
電
機

作
業
時
間
短
縮
を
実
現

　
日
本
ロ
ボ
ッ
ト
工
業
会

（
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ａ
）
は
２
０
２
２

年
10
月
に
創
立
50
周
年
を
迎

え
、
そ
れ
を
記
念
す
る
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
「
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス

が
も
た
ら
す
持
続
可
能
な
社

会
」
を
10
月
13
、
14
日
に
東

京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
催
す

る
。
参
加
無
料
。

　
13
日
は
、
Ｓ
ｐ
ａ
ｃ
ｅ
　

Ｐ
ｏ
ｒ
ｔ
　
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
代

表
理
事
（
元
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
宇
宙

飛
行
士
）
の
山
崎
直
子
氏
に

よ
る
「
持
続
可
能
な
社
会
の

有
り
様
と
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
へ

の
期
待
」
の
基
調
講
演
を
皮

切
り
に
、
Ａ
Ｉ
と
ロ
ボ
ッ

ト
、
ス
マ
ー
ト
生
産
、
ス
マ

ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て

手
術
ロ
ボ
ッ
ト
や
配
送
ロ
ボ

ッ
ト
、
ド
ロ
ー
ン
活
用
に
関

す
る
７
つ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
を

行
う
。

　
14
日
は
、
東
京
大
学
大
学

院
工
学
系
研
究
科
教
授
／
一

般
社
団
法
人
日
本
ロ
ボ
ッ
ト

工
業
会
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
ビ
ジ

ョ
ン
策
定
委
員
会
委
員
長
淺

間
一
氏
に
よ
る
「
ロ
ボ
ッ
ト

産
業
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
５
０
〜

人
・
社
会
・
環
境
と
共
存
す

る
ロ
ボ
ッ
ト
〜
」
の
特
別
講

演
と
、
「
人
と
ロ
ボ
ッ
ト
の

共
生
」
を
テ
ー
マ
に
、
道
徳

的
な
ロ
ボ
ッ
ト
、
安
心
と
安

全
、
モ
ラ
ル
と
法
、
さ
ら
に

は
、
ロ
ボ
ッ
ト
デ
ザ
イ
ン
に

関
連
し
た
６
つ
の
セ
ッ
シ
ョ

ン
と
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。

ファナックの協働ロボット

普
及
へ
向
け
本
格
化

物
流
、中
食
業
界
に
も
拡
大

協働ロボット
　
人
と
並
ん
で
作
業
が
で
き
る
ロ
ボ
ッ
ト
と
し
て
今
も
注
目
を
集
め

る
協
働
ロ
ボ
ッ
ト
。
発
売
開
始
か
ら
10
年
以
上
が
た
ち
、
ロ
ボ
ッ
ト

ハ
ン
ド
を
は
じ
め
ツ
ー
ル
も
充
実
し
、
使
い
方
も
慣
れ
て
き
た
こ
と

も
あ
り
、
活
用
範
囲
が
広
が
っ
て
本
格
的
な
普
及
段
階
に
入
っ
た
。

　
矢
野
経
済
研
究
所
に
よ
る

と
、
２
０
２
０
年
の
協
働
ロ

ボ
ッ
ト
世
界
市
場
規
模
は
、

出
荷
台
数
ベ
ー
ス
で
２
万
５

４
８
５
台
、
金
額
ベ
ー
ス
で

８
９
９
億
７
５
０
０
万
円
と

し
て
い
る
。
以
降
も
右
肩
上

が
り
で
伸
び
て
い
く
見
通
し

で
、
21
年
に
は
１
５
４
０
億

１
４
０
０
万
円
、
22
年
に
１

７
７
７
億
３
１
０
０
万
円
と

な
り
、
２
０
３
１
年
に
は
８

２
４
７
億
１
０
０
０
万
円
に

達
す
る
と
見
通
し
て
い
る
。

　
20
年
時
点
で
導
入
が
最
も

多
い
の
は
自
動
車
業
界
。
構

成
比
で
は
22
・
７
％
と
ト
ッ

プ
と
な
り
、
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ

ク
ス
業
界
が
18
・
８
％
で
続

い
て
い
る
。
両
業
界
は
も
と

も
と
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
で
も

普
及
拡
大
を
牽
引
し
て
き
た

業
界
で
あ
り
、
中
小
型
ロ
ボ

ッ
ト
の
活
用
に
慣
れ
て
い

て
、
人
材
も
豊
富
。
協
働
ロ

ボ
ッ
ト
で
も
他
の
業
界
に
先

駆
け
て
試
用
を
は
じ
め
、
現

在
で
は
Ｐ
Ｏ
Ｃ
を
終
え
て
、

部
品
供
給
の
補
助
や
組
み
立

て
、
ね
じ
締
め
と
い
っ
た
単

純
作
業
を
中
心
に
生
産
ラ
イ

ン
で
の
使
用
が
広
が
っ
て
い

る
。

　
こ
れ
ら
に
続
い
て
導
入
が

進
む
の
が
、
倉
庫
・
物
流
業

界
と
製
造
業
に
お
け
る
構
内

物
流
、
特
に
荷
物
の
受
け
入

れ
・
出
荷
工
程
だ
。
い
ず
れ

も
取
り
扱
う
対
象
は
重
量
30

㌔
㌘
以
内
の
定
型
の
箱
が
多

く
、
さ
ら
に
パ
レ
タ
イ
ジ
ン

グ
・
デ
パ
レ
タ
イ
ジ
ン
グ
な

ど
共
通
し
た
作
業
が
多
い
。

協
働
ロ
ボ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
各

社
は
こ
こ
に
照
準
を
合
わ
せ

て
可
搬
重
量
を
高
め
た
新
製

品
を
投
入
し
て
き
て
い
る
。

例
え
ば
フ
ァ
ナ
ッ
ク
の
Ｃ
Ｒ

Ｘ
―
25
ｉ
Ａ
の
最
大
可
搬
重

量
は
25
㌔
㌘
、
安
川
電
機
の

Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｎ
―
Ｈ
Ｃ
30

Ｐ
Ｌ
は
30
㌔
㌘
、
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
ロ
ボ
ッ
ト
の
Ｕ
Ｒ
20
は

20
㌔
㌘
と
な
っ
て
お
り
、
こ

れ
ま
で
は
人
ま
た
は
人
と
マ

テ
ハ
ン
専
用
ロ
ボ
ッ
ト
の
併

用
だ
っ
た
と
こ
ろ
が
協
働
ロ

ボ
ッ
ト
に
よ
っ
て
自
動
化
し

て
き
て
い
る
。

　
ま
た
現
在
は
Ｐ
Ｏ
Ｃ
が
中

心
だ
が
、
活
発
に
動
い
て
い

る
の
が
中
食
業
界
。
コ
ン
ビ

ニ
や
ス
ー
パ
ー
等
の
弁
当
や

総
菜
の
製
造
工
程
は
食
品
を

容
器
に
詰
め
る
単
純
作
業
だ

が
、
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
対
象
は

不
定
形
な
た
め
自
動
化
は
難

し
く
、
大
量
の
人
手
作
業
に

頼
っ
て
い
た
。
し
か
し
人
手

不
足
と
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
密

防
止
が
自
動
化
を
加
速
し
、

国
の
後
押
し
も
受
け
て
研
究

開
発
が
進
ん
で
い
る
。
す
で

に
一
部
で
は
Ｐ
Ｏ
Ｃ
を
終
え

て
一
部
の
生
産
ラ
イ
ン
で
導

入
も
は
じ
ま
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
は
、
工
場
の
外
を

出
て
、
レ
ス
ト
ラ
ン
や
店
舗

等
の
外
食
産
業
で
も
協
働
ロ

ボ
ッ
ト
の
導
入
検
討
が
進

む
。
協
働
ロ
ボ
ッ
ト
を
組
み

込
ん
だ
そ
ば
茹
で
専
用
シ
ス

テ
ム
や
食
器
や
ト
レ
イ
の
自

動
洗
浄
シ
ス
テ
ム
と
い
っ
た

特
定
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

パ
ッ
ケ
ー
ジ
製
品
が
開
発
さ

れ
、
Ｊ
Ｒ
山
手
線
の
一
部
の

店
舗
で
テ
ス
ト
導
入
も
始
ま

っ
て
い
る
。

　
こ
の
ほ
か
溶
接
や
研
磨
、

精
密
組
み
立
て
と
い
っ
た
熟

練
の
技
の
再
現
や
、
研
究
所

・
ラ
ボ
向
け
の
作
業
自
動
化

シ
ス
テ
ム
な
ど
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
さ
ま
ざ
ま
な
シ
ー
ン

で
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
開

発
が
進
み
、
裾
野
は
広
が
っ

て
い
る
。

　
三
菱
電
機
は
、
東
芝
三
菱

電
機
産
業
シ
ス
テ
ム
（
Ｔ
Ｍ

Ｅ
Ｉ
Ｃ
）
と
共
同
で
、
同
社

の
Ａ
Ｉ
技
術
「
Ｍ
ａ
ｉ
ｓ
ａ

ｒ
ｔ
」
を
使
っ
て
短
時
間
で

熟
練
設
計
者
に
よ
る
設
計
と

同
等
性
能
の
設
計
を
実
現
す

る
産
業
用
モ
ー
タ
ー
設
計
支

援
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
た
。

２
０
２
３
年
度
に
Ｔ
Ｍ
Ｅ
Ｉ

Ｃ
で
導
入
し
、
設
計
時
間
短

縮
に
よ
る
業
務
負
荷
軽
減
や

製
造
リ
ー
ド
タ
イ
ム
短
縮
を

実
現
す
る
。

　
工
場
設
備
の
ポ
ン
プ
や
コ

ン
プ
レ
ッ
サ
ー
、
フ
ァ
ン
な

ど
で
使
わ
れ
る
産
業
用
モ
ー

タ
ー
の
設
計
は
、
小
型
化
と

電
力
効
率
の
絶
妙
な
バ
ラ
ン

ス
を
見
つ
け
る
た
め
に
熟
練

技
術
が
必
要
と
さ
れ
、
試
行

錯
誤
に
膨
大
な
時
間
が
か
か

っ
て
い
た
。

　
そ
れ
に
対
し
て
同
シ
ス
テ

ム
は
、
膨
大
な
過
去
の
設
計

仕
様
デ
ー
タ
か
ら
Ａ
Ｉ
が
希

望
性
能
に
近
い
仕
様
を
提
示

し
、
設
計
者
の
希
望
性
能
の

調
整
や
過
去
の
設
計
仕
様
の

選
択
を
支
援
。
さ
ら
に
、
そ

の
過
去
の
設
計
仕
様
か
ら
最

適
な
設
計
仕
様
候
補
を
Ａ
Ｉ

が
提
示
し
、
設
計
者
は
設
計

仕
様
を
短
時
間
で
決
定
で
き

る
よ
う
に
な
る
。
試
用
で

は
、
熟
練
設
計
者
が
従
来
１

日
（
初
心
者
で
３
日
）
か
か

る
作
業
が
約
３
時
間
へ
短
縮

で
き
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
設
計
者
は
希

望
性
能
を
Ａ
Ｉ
へ
入
力
し

て
、
Ａ
Ｉ
が
提
示
す
る
過
去

の
設
計
仕
様
の
性
能
に
基
づ

い
て
希
望
性
能
を
微
調
整
し

て
再
入
力
す
る
だ
け
で
、
希

望
性
能
に
近
い
過
去
の
設
計

仕
様
を
得
る
こ
と
が
で
き

る
。
さ
ら
に
、
希
望
性
能
に

近
い
過
去
の
設
計
仕
様
に
基

づ
き
Ａ
Ｉ
が
新
た
に
最
適
な

設
計
仕
様
候
補
を
提
示
す
る

こ
と
で
、
熟
練
者
の
設
計
手

順
の
容
易
化
・
標
準
化
が
可

能
と
な
る
。

協
業
を
開
始
し
た
。

　
今
回
の
協
業
で
は
、
三
菱

電
機
の
送
配
電
事
業
の
運
営

に
係
る
監
視
制
御
か
ら
計

測
、
さ
ら
に
は
各
種
業
務
運

用
の
知
見
と
、
Ｓ
Ａ
Ｐ
が
持

つ
公
益
事
業
向
け
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
で
あ
る
Ｓ
Ａ
Ｐ
　
Ｓ

／
４
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ａ
　
Ｕ
ｔ
ｉ
ｌ

ｉ
ｔ
ｉ
ｅ
ｓ
東
野
最
新
技
術

を
組
み
合
わ
せ
、
一
般
送
配

電
事
業
者
の
Ｄ
Ｘ
と
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
を

支
援
す
る
。
具
体
的
に
は
、

ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
な
ど
計

測
制
御
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
デ

ー
タ
に
基
づ
く
精
算
業
務
と

分
析
業
務
な
ど
の
Ｏ
Ｔ
と
Ｉ

Ｔ
の
連
携
が
重
視
さ
れ
る
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
や
サ
ー
ビ
ス

の
企
画
・
販
売
を
両
社
共
同

で
行
っ
て
い
く
。

　
三
菱
電
機
と
Ｓ
Ａ
Ｐ
ジ
ャ

パ
ン
は
、
一
般
送
配
電
事
業

者
向
け
の
Ｄ
Ｘ
推
進
に
向
け

た
シ
ス
テ
ム
分
野
に
お
い
て

三菱電機

SAPジャパンと協業
一般送配電
事業者向け DX推進後押し
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大
阪
自
動
電
機
は
、
マ
グ

ネ
ッ
ト
ベ
ー
ス
付
フ
ッ
ト
ス

イ
ッ
チ
を
提
案
し
て
い
る
。

鉄
、
コ
バ
ル
ト
、
ニ
ッ
ケ
ル

等
の
金
属
を
含
む
箇
所
へ
の

固
定
・
設
置
が
簡
単
に
で

き
、
取
り
付
け
工
事
が
不

要
。
コ
ン
パ
ク
ト
多
機
能
形

ボ
タ
ン
式
の
Ｓ
Ｐ
形
、
薄
型

で
長
寿
命
３
６
０
度
ソ
フ
ト

タ
ッ
チ
の
多
機
能
形
で
丸
形

の
Ｈ
形
、
角
形
の
Ｐ
形
で
ラ

イ
ン
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。

　
ラ
ジ
オ
の
ト
ー
ク
番
組
の
中

で
、
あ
る
有
名
な
ア
ナ
ウ
ン
サ

ー
が
次
の
よ
う
な
話
を
し
た
。

駆
け
出
し
の
頃
か
ら
い
ろ
い
ろ

な
人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し

た
。
自
分
も
少
し
は
有
名
に
な

り
、
若
手
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
か

ら
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
る
機

会
が
増
え
た
。
あ
る
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
を
受
け
た
時
に
真
摯
に
関

心
を
持
っ
て
私
の
こ
と
を
見
て

く
れ
る
の
が
、
こ
ん
な
に
嬉
し

い
こ
と
な
ん
だ
と
気
付
い
た
と

言
う
。

　
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
は
い
ろ
い
ろ

な
研
修
が
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
の

中
に
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
す
る

時
は
相
手
の
人
に
関
心
を
持
っ

て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
こ
と
な

ど
の
教
え
は
当
然
あ
る
と
思

う
。
し
か
し
現
場
に
出
て
、
い

ざ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
す
る
段
に

な
る
と
意
外
と
そ
の
教
え
は
忘

れ
、
自
分
の
聞
き
た
い
こ
と
の

み
に
集
中
し
て
し
ま
う
と
言

う
。
そ
れ
で
も
回
を
重
ね
れ
ば

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
場
合
は
多
業

界
の
人
た
ち
と
の
出
会
い
や
経

験
が
実
に
な
っ
て
、
聞
き
方
に

円
熟
味
が
出
て
く
る
。
こ
う
し

た
こ
と
は
機
器
部
品
の
販
売
員

に
も
相
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。

　
営
業
と
い
う
仕
事
は
人
と
の

出
会
い
を
大
事
に
し
て
商
品
を

売
る
こ
と
で
あ
る
。
誰
に
で
も

で
き
る
よ
う
な
簡
単
な
こ
と
で

は
な
い
。
そ
れ
に
は
営
業
力
が

い
る
。
営
業
力
と
い
っ
て
も
い

ろ
い
ろ
あ
る
が
大
き
く
く
く
る

と
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。

　
㈠
顧
客
に
な
り
得
る
人
な

ら
、
い
か
な
る
人
で
も
良
好
な

関
係
に
も
っ
て
い
く
部
分
。

　
㈡
商
品
を
売
り
込
む
技
の
部

分

―
の
二
つ
で
あ
る
。

　
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
例
の
よ
う

に
㈠
の
部
分
を
身
に
付
け
る
に

も
２
通
り
の
や
り
方
が
あ
る
よ

う
だ
。
そ
の
①
は
ア
ナ
ウ
ン
サ

ー
が
自
分
の
聞
き
た
い
こ
と
に

集
中
し
、
回
を
重
ね
て
円
熟
味

を
出
し
た
よ
う
に
販
売
員
が
い

ろ
い
ろ
な
立
場
や
業
界
の
人
に

営
業
を
仕
掛
け
て
中
堅
販
売
員

に
な
る
や
り
方
で
あ
る
。
こ
れ

は
時
間
を
か
け
て
多
彩
な
経
験

や
知
識
が
身
に
付
き
良
好
な
人

間
関
係
が
築
け
る
。

　
そ
の
②
は
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が

述
懐
し
た
よ
う
に
誰
で
も
関
心

を
示
さ
れ
れ
ば
嬉
し
く
な
っ
て

話
は
弾
む
。
そ
の
会
話
か
ら
は

多
く
の
情
報
が
得
ら
れ
る
。
そ

の
多
彩
な
情
報
を
武
器
に
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
広
げ
て
良

好
な
人
間
関
係
が
築
け
る
。

　
平
成
の
中
堅
販
売
員
は
㈠
の

部
分
を
そ
の
①
の
や
り
方
で
作

っ
た
が
、
中
堅
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

の
よ
う
に
ど
ん
な
顧
客
に
も
円

熟
味
が
あ
る
会
話
を
仕
掛
け
て

良
好
な
関
係
に
持
ち
込
む
ま
で

に
至
っ
て
な
い
。
昭
和
の
よ
う

に
毎
日
の
よ
う
に
多
く
の
人
に

会
う
環
境
で
は
な
い
し
、
追
い

か
け
ら
れ
る
忙
し
さ
の
中
で
似

た
よ
う
な
経
験
が
多
い
か
ら
人

間
関
係
の
構
築
力
は
弱
い
の
で

あ
る
。

　
そ
の
②
の
顧
客
に
関
心
を
持

つ
や
り
方
は
普
遍
的
心
理
を
う

ま
く
使
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
顧

客
か
ら
得
ら
れ
る
幅
広
い
情
報

を
糧
に
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
会
話
力

が
身
に
付
き
、
新
規
客
と
の
人

間
関
係
構
築
力
が
付
い
て
く

る
。
販
売
員
は
顧
客
に
関
心
を

持
つ
の
は
当
然
で
あ
る
と
思
っ

て
い
る
た
め
に
油
断
が
あ
る
。

　
販
売
員
の
顧
客
へ
の
関
心
は

何
か
売
れ
る
商
品
は
な
い
か
と

い
う
所
に
目
が
い
く
関
心
に
な

る
。
無
意
識
で
も
強
い
こ
の
よ

う
な
関
心
は
人
間
関
係
を
良
好

に
す
る
関
心
の
持
ち
方
で
は
な

く
単
に
商
品
を
売
り
た
い
と
思

う
欲
心
で
あ
る
。
販
売
員
だ
か

ら
頭
の
中
に
商
品
が
あ
っ
て
も

い
い
が
、
商
品
の
目
を
通
さ
な

い
で
人
間
が
本
来
持
っ
て
い
る

相
手
の
こ
と
が
知
り
た
い
と
い

う
気
持
ち
で
臨
む
こ
と
が
大
事

な
の
だ
。

　
ビ
ジ
ネ
ス
で
あ
る
か
ら
顧
客

の
製
品
や
製
品
の
販
売
先
、
顧

客
の
会
社
の
こ
と
や
製
造
現
場

の
こ
と
、
あ
る
い
は
仕
事
の
内

容
の
こ
と
等
に
関
心
を
向
け
る

こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
長
い

間
担
当
し
て
い
る
顧
客
を
販
売

員
は
わ
ず
か
数
％
し
か
知
ら
な

い
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
で
は

日
頃
会
っ
て
い
る
技
術
者
と
は

個
人
的
話
題
を
交
え
て
円
滑
な

会
話
が
で
き
る
が
、
紹
介
さ
れ

た
他
部
門
の
人
と
は
商
品
を
離

れ
た
ら
思
う
よ
う
な
会
話
は
で

き
な
い
だ
ろ
う
。

　
他
部
門
で
も
同
じ
会
社
の
人

で
あ
る
。
も
し
製
品
の
こ
と
や

製
造
現
場
の
こ
と
、
会
社
の
方

針
や
技
術
者
が
持
っ
て
い
る
普

遍
的
な
課
題
を
話
題
に
し
て
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る

な
ら
、
紹
介
さ
れ
た
他
部
門
の

技
術
者
で
も
自
分
た
ち
の
こ
と

を
よ
く
分
か
っ
て
く
れ
て
い
る

と
感
じ
て
心
を
開
い
て
く
れ

る
。
営
業
の
始
ま
り
は
相
手
に

関
心
を
示
す
こ
と
な
の
だ
。

単
に
商
品
を
売
り
た
い
欲
心
よ
り

相
手
を
知
り
た
い
気
持
ち
で
臨
む

�

新
製
品
・
サ
ー
ビ
ス

　
こ
れ
ま
で
Ｐ
Ｌ
Ｃ
を
ク
ラ

ウ
ド
と
接
続
す
る
た
め
に
は

Ｉ
ｏ
Ｔ
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
や
中

間
サ
ー
バ
ー
を
設
置
す
る
必

要
が
あ
り
、
シ
ス
テ
ム
が
煩

雑
で
コ
ス
ト
も
高
く
つ
い
て

し
ま
う
と
い
う
課
題
が
あ
っ

た
。
そ
れ
に
対
し
て
Ｍ
Ｑ
Ｔ

Ｔ
対
応
の
同
製
品
を
使
う
こ

と
に
よ
り
、
Ｐ
Ｌ
Ｃ
か
ら
直

接
ク
ラ
ウ
ド
等
の
デ
ー
タ
収

集
サ
ー
バ
ー
と
通
信
で
き
る

よ
う
に
な
る
。
ま
た
制
御
と

セ
ン
シ
ン
グ
、
通
信
を
１
台

で
行
え
る
よ
う
に
な
り
、
シ

　
ワ
ゴ
ジ
ャ
パ
ン
は
、
多
機

能
ス
イ
ッ
チ
ン
グ
電
源
「
Ｗ

Ａ
Ｇ
Ｏ
　
Ｐ
ｒ
ｏ
２
シ
リ
ー

ズ
」
に
取
り
付
け
て
通
信
機

能
を
付
与
で
き
る
オ
プ
シ
ョ

ン
に
、
Ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
Ｎ
ｅ
ｔ

／
Ｉ
Ｐ
通
信
モ
ジ
ュ
ー
ル
を

追
加
し
た
。

　
Ｗ
Ａ
Ｇ
Ｏ
　
Ｐ
ｒ
ｏ
２
シ

リ
ー
ズ
は
、
世
界
最
高
ク
ラ

ス
の
変
換
効
率
96
・
３
％

（
最
大
）
に
加
え
、
Ｐ
ｏ
ｗ

ｅ
ｒ
Ｂ
ｏ
ｏ
ｓ
ｔ
機
能
、
Ｔ

ｏ
ｐ
Ｂ
ｏ
ｏ
ｓ
ｔ
機
能
、
電

子
式
Ｃ
Ｐ
機
能
な
ど
、
過
負

荷
時
の
動
作
を
自
由
に
設
定

で
き
る
カ
ス
タ
ム
機
能
を
持

つ
高
性
能
・
多
機
能
ス
イ
ッ

チ
ン
グ
電
源
。

　
ま
た
オ
プ
シ
ョ
ン
で
、
本

体
に
着
脱
可
能
な
通
信
モ
ジ

ュ
ー
ル
を
取
り
付
け
る
こ
と

で
フ
ィ
ー
ル
ド
バ
ス
通
信
・

Ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
ｎ
ｅ
ｔ
通
信
に

対
応
。
電
流
、
電
圧
、
消
費

電
力
、
稼
働
時
間
な
ど
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
や
電
圧
、
し
き
い

値
、
過
負
荷
時
動
作
と
い
っ

た
パ
ラ
メ
ー
タ
設
定
も
遠
隔

か
ら
可
能
と
な
る
。
こ
れ
ま

で
Ｍ
ｏ
ｄ
ｂ
ｕ
ｓ
　
Ｔ
Ｃ
Ｐ

／
Ｕ
Ｄ
Ｐ
、
Ｍ
ｏ
ｄ
ｂ
ｕ
ｓ

　
Ｒ
Ｔ
Ｕ
、
Ｉ
Ｏ
―
Ｌ
ｉ
ｎ

ｋ
の
通
信
モ
ジ
ュ
ー
ル
を
展

開
し
て
い
た
が
、
こ
の
た
び

Ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
Ｎ
ｅ
ｔ
／
Ｉ
Ｐ

を
開
発
。
近
日
発
売
予
定
と

な
っ
て
い
る
。

Microsoft Azureと接続

　
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｃ
は
、
Ｍ
Ｑ
Ｔ
Ｔ
対
応
の
プ
ロ
グ
ラ
マ

ブ
ル
ロ
ジ
ッ
ク
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
「
Ｆ
Ｃ
６
Ａ
形
Ｐ

ｌ
ｕ
ｓ
　
Ｃ
Ｐ
Ｕ
モ
ジ
ュ
ー
ル
」
に
つ
い
て
、
汎

用
的
な
Ｍ
Ｑ
Ｔ
Ｔ
ブ
ロ
ー
カ
ー
や
Ａ
Ｗ
Ｓ
接
続
対

応
に
加
え
、
こ
の
ほ
ど
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
バ
ー
ジ
ョ

ン
ア
ッ
プ
に
よ
っ
て
Ｍ
ｉ
ｃ
ｒ
ｏ
ｓ
ｏ
ｆ
ｔ
　
Ａ

ｚ
ｕ
ｒ
ｅ
と
の
接
続
に
対
応
し
た
。

IDEC　MQTT対応PLC

多
様
な
Ｉ
ｏ
Ｔ
、デ
ー
タ
連
携

の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
よ

っ
て
簡
単
な
設
定
で
Ｍ
ｉ
ｃ

ｒ
ｏ
ｓ
ｏ
ｆ
ｔ
　
Ａ
ｚ
ｕ
ｒ

ｅ
　
Ｉ
ｏ
Ｔ
　
Ｈ
ｕ
ｂ
に
接

続
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
Ａ

ｚ
ｕ
ｒ
ｅ
を
ベ
ー
ス
と
し

た
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス

と
の
連
携
も
容
易
に
な
る
。

Ａ
ｚ
ｕ
ｒ
ｅ
　
Ｉ
ｏ
Ｔ
　
Ｈ

ｕ
ｂ
　
Ｄ
ｅ
ｖ
ｉ
ｃ
ｅ
　
Ｐ

ｒ
ｏ
ｖ
ｉ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ
ｉ
ｎ
ｇ

Ｓ
ｅ
ｒ
ｖ
ｉ
ｃ
ｅ
（
Ｄ
Ｐ

Ｓ
）
に
接
続
す
る
こ
と
で
多

数
の
デ
バ
イ
ス
を
ま
と
め
て

効
率
的
に
管
理
す
る
こ
と
が

可
能
に
な
る
。
ま
た
、
Ａ
ｚ

ｕ
ｒ
ｅ
　
Ｉ
ｏ
Ｔ
　
Ｃ
ｅ
ｎ

ｔ
ｒ
ａ
ｌ
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
活
用
す
る
と
、
ク
ラ
ウ

ド
上
で
作
成
し
た
ダ
ッ
シ
ュ

ボ
ー
ド
に
対
し
て
、
簡
単
に

デ
ー
タ
連
携
を
行
う
こ
と
も

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
生
産

現
場
だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ

ま
な
機
械
・
設
備
で
同
製
品

　
日
東
工
業
は
、
キ
ャ
ビ
ネ

ッ
ト
の
レ
ー
ザ
ー
穴
加
工
な

ど
図
面
作
成
Ｗ
ｅ
ｂ
シ
ス
テ

ム
「
キ
ャ
ビ
ス
タ
」
の
新
機

能
と
し
て
、
ニ
ー
ズ
に
合
わ

せ
て
仕
様
変
更
や
組
替
・
加

工
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

「
ス
マ
ー
ト
オ
ー
ダ
ー
キ
ャ

ビ
ネ
ッ
ト
」
＝
写
真
＝
を
10

月
上
旬
か
ら
開
始
す
る
。
対

象
商
品
は
、
Ｒ
Ａ
形
制
御
盤

　
横
河
電
機
は
、
Ｏ
ｐ
ｒ
ｅ

Ｘ
　
Ｄ
ａ
ｔ
ａ
　
Ａ
ｃ
ｑ
ｕ

ｉ
ｓ
ｉ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
の
ラ
イ
ン

ア
ッ
プ
と
し
て
、
広
域
に
点

在
す
る
多
数
の
セ
ン
サ
や
、

工
場
等
で
集
中
管
理
さ
れ
た

デ
ー
タ
を
、
携
帯
電
話
網
等

を
経
由
し
て
産
業
用
ク
ラ
ウ

ド
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
上
で

一
元
管
理
す
る
「
広
域
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
」
を
発

売
開
始
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
セ
ン
サ
や
Ｐ
Ｌ

Ｃ
の
デ
ー
タ
を
い
つ
で
も
ど

こ
で
も
把
握
し
た
い
と
い
う

ニ
ー
ズ
が
あ
っ
た
が
、
シ
ス

テ
ム
構
築
に
は
Ｉ
Ｔ
リ
テ
ラ

シ
ー
が
必
要
と
さ
れ
る
こ
と

や
、
Ｐ
Ｌ
Ｃ
な
ど
フ
ィ
ー
ル

ド
機
器
で
ク
ラ
ウ
ド
連
携
で

き
る
も
の
が
少
な
か
っ
た
こ

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
片
扉
タ
イ
プ

（
Ｒ
Ａ
、
Ｒ
Ａ
Ｂ
）
で
、
寸

法
指
定
や
逆
扉
な
ど
１
０
０

万
種
超
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

に
対
応
す
る
。

　
新
機
能
で
は
、
基
本
仕
様

の
本
体
加
工
穴
と
50
㍉
㍍
刻

み
の
寸
法
指
定
に
加
え
、
本

体
と
基
板
を
指
定
色
か
ら
選

べ
る
「
色
変
更
」
、
逆
扉
や

扉
溶
接
ナ
ッ
ト
の
追
加
、

窓
、
ハ
ン
ド
ル
組
替
や
鍵
番

号
の
変
更
な
ど
「
扉
組

替
」
、
基
板
な
し
や
木
製
基

板
、
め
っ
き
鋼
板
な
ど
を
選

べ
る
「
基
板
組
替
」
、
基
板

穴
加
工
、
基
板
切
欠
を
指
定

で
き
る
「
基
板
加
工
」
、
接

地
端
子
の
追
加
や
ア
ー
ス
バ

ー
増
設
な
ど
「
背
面
組

替
」
、
熱
対
策
の
ル
ー
パ
ー

や
換
気
扇
の
取
り
付
け
、
側

面
の
鉄
製
基
板
や
配
線
支
持

レ
ー
ル
追
加
な
ど
「
側
面
組

替
」
、
下
面
開
口
プ
レ
ー
ト

や
ケ
ー
ブ
ル
エ
ン
ト
リ
ー
取

り
付
け
な
ど
「
下
面
組
替
」

な
ど
が
可
能
と
な
る
。

　
納
期
は
、
現
状
の
Ｒ
Ａ
片

扉
の
キ
ャ
ビ
ス
タ
と
同
じ
基

本
仕
様
は
４
日
。
組
替
や
パ

ー
ツ
実
装
を
行
っ
た
場
合
、

指
定
色
は
４
日
プ
ラ
ス
２
日

の
６
日
、
仕
様
を
組
み
合
わ

せ
た
場
合
も
最
大
で
４
日
プ

ラ
ス
３
日
の
７
日
で
製
作
す

る
。

と
、
シ
ス
テ
ム
構
築
が
煩
雑

で
導
入
・
維
持
費
用
が
高
額

に
上
る
こ
と
な
ど
が
障
壁
と

な
っ
て
い
た
。

　
そ
れ
に
対
し
同
製
品
は
、

専
用
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
で

管
理
さ
れ
た
Ｗ
ｅ
ｂ
ペ
ー
ジ

は
す
べ
て
日
本
語
表
記
と

し
、
現
場
の
Ｉ
Ｔ
に
詳
し
く

な
い
人
で
も
シ
ン
プ
ル
な
操

作
で
直
感
的
に
使
え
る
Ｇ
Ｕ

Ｉ
で
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
可

能
。

　
ま
た
ク
ラ
ウ
ド
と
連
携
で

き
る
ソ
フ
ト
や
、
機
器
を
多

数
用
意
し
て
お
り
、
多
種
多

様
な
デ
ー
タ
取
得
が
で
き

る
。

　
同
製
品
に
は
、
同
社
の
Ｏ

Ｔ
と
Ｉ
Ｔ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
に
関
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
詰

め
込
ん
で
お
り
、
導
入
か
ら

保
守
、
運
用
ま
で
効
率
的
に

行
う
こ
と
が
で
き
、
コ
ス
ト

を
低
減
。
小
規
模
の
50
デ
ー

タ
か
ら
使
う
こ
と
が
で
き
、

サ
ブ
ス
ク
で
提
供
す
る
た
め

初
期
コ
ス
ト
を
抑
え
て
導
入

可
能
と
な
っ
て
い
る
。

　
上
下
水
道
、
排
水
な
ど
の

水
質
管
理
や
、
火
災
や
河
川

等
の
防
災
管
理
、
ポ
ン
プ
や

エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

な
ど
設
備
管
理
、
材
料
の
残

存
量
等
の
生
産
管
理
、
電
気

使
用
量
等
の
電
力
管
理
な
ど

に
適
し
て
お
り
、
価
格
は
ク

ラ
ウ
ド
立
ち
上
げ
初
期
費
用

で
29
万
円
。
利
用
料
は
50
デ

ー
タ
・
計
測
間
隔
60
分
以
上

で
月
額
１
万
円
か
ら
と
な
っ

て
い
る
。

　
ル
ネ
サ
ス
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ

ク
ス
は
、
車
載
用
や
産
業
用

モ
ー
タ
の
回
転
角
度
を
高
精

度
に
検
出
で
き
る
位
置
セ
ン

サ
「
イ
ン
ダ
ク
テ
ィ
ブ
ポ
ジ

シ
ョ
ン
セ
ン
サ
」
の
リ
フ
ァ

レ
ン
ス
デ
ザ
イ
ン
を
「
Ｒ
ｅ

ｓ
ｏ
ｌ
ｖ
ｅ
ｒ
４
・
０
カ
タ

ロ
グ
」
＝
写
真
＝
と
称
し

て
、
80
種
類
公
開
し
た
。

　
同
製
品
は
、
高
精
度
な
位

置
検
出
が
で
き
る
上
、
ノ
イ

ズ
や
振
動
の
影
響
が
少
な

く
、
磁
石
を
使
わ
な
い
た
め

周
辺
磁
場
に
対
す
る
高
い
耐

性
を
持
っ
て
い
る
。
セ
ン
シ

ン
グ
素
子
と
し
て
プ
リ
ン
ト

基
板
に
コ
イ
ル
パ
タ
ー
ン
を

レ
イ
ア
ウ
ト
し
た
も
の
と
な

ス
テ
ム
の
シ
ン
プ
ル
化
を
実

現
。
Ｍ
ｏ
ｄ
ｂ
ｕ
ｓ
や
Ｅ
ｔ

ｈ
ｅ
ｒ
Ｎ
ｅ
ｔ
／
Ｉ
Ｐ
等
の

産
業
用
通
信
プ
ロ
ト
コ
ル
へ

の
対
応
に
よ
っ
て
周
辺
装
置

の
監
視
用
デ
ー
タ
を
収
集
可

能
と
な
る
。

　
こ
れ
ま
で
Ａ
Ｗ
Ｓ
接
続
に

は
対
応
し
て
い
た
が
、
今
回

ワ
ゴ
ジ
ャ
パ
ン
　
ス
イ
ッ
チ
ン
グ
電
源
　

Ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
Ｎ
ｅ
ｔ
／
Ｉ
Ｐ

通
信
オ
プ
シ
ョ
ン
追
加

を
Ｉ
ｏ
Ｔ
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
と

し
て
使
う
こ
と
で
、
低
コ
ス

ト
で
効
率
的
な
デ
ー
タ
収

集
、
活
用
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
。

っ
て
お
り
、
設
計
の
柔
軟
性

が
高
く
、
薄
型
、
軽
量
な
設

計
が
可
能
。
公
開
し
た
リ
フ

ァ
レ
ン
ス
デ
ザ
イ
ン
か
ら
顧

客
の
モ
ー
タ
に
適
し
た
デ
ザ

イ
ン
を
選
ぶ
こ
と
で
早
期
か

つ
容
易
に
高
精
度
な
モ
ー
タ

開
発
が
可
能
と
な
る
。

　
カ
タ
ロ
グ
に
は
、
車
載
用

モ
ー
タ
、
ロ
ボ
ッ
ト
、
サ
ー

ボ
モ
ー
タ
、
ホ
ー
ム
オ
ー
ト

メ
ー
シ
ョ
ン
、
医
療
な
ど
の

幅
広
い
用
途
に
実
装
可
能
な

リ
フ
ァ
レ
ン
ス
デ
ザ
イ
ン
を

掲
載
。
各
リ
フ
ァ
レ
ン
ス
デ

ザ
イ
ン
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

モ
ー
タ
シ
ャ
フ
ト
と
極
対
の

構
成
や
サ
イ
ズ
ご
と
に
、
回

路
図
、
部
品
表
、
プ
リ
ン
ト

基
板
の
設
計
図
、
ガ
ー
バ
ー

フ
ァ
イ
ル
、
測
定
レ
ポ
ー
ト

な
ど
も
含
ま
れ
て
い
る
。
ソ

フ
ト
ウ
エ
ア
ス
タ
ッ
ク
や
設

計
ツ
ー
ル
を
使
う
こ
と
で
す

ぐ
に
開
発
に
着
手
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

取
り
付
け
イ
メ
ー
ジ

横
河
電
機
　
広
域
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

多数のセンサ クラウド一元管理

広域モニタリングシステムのイメージ

FC6A形プログラマブルコントローラ

モ
ー
タ
制
御
用
位
置
セ
ン
サ

リ
フ
ァ
レ
ン

ス
デ
ザ
イ
ン

80
種
公
開

ルネサス

キャビネットのスマートオーダー
10月上旬開始 仕様変更や組替・加工

日東工業「キャビスタ」

マ
グ
ネ
ッ
ト
ベ
ー
ス

付
フ
ッ
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大
阪
自
動
電
機

重負荷用電磁接触器

高頻度開閉能力を持った
クラッパー形電磁接触器
AC200～550V 80～600A
DC100～220V 80～600A
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日本カイゼンプロジェクト
会長　　柿内幸夫

儲かるメーカー
改善の急所

FA業界掲示板
■三菱電機、FA羅針盤に新コラム「デー
タセンター構築の際に踏まえておくべき3
つのこと」
　三菱電機は、三菱電機FAサイト内のFA
羅針盤で新たなコラム「データセンター構
築の際に踏まえておくべき3つのこと」を
公開した。
　デジタルへのシフトや5G通信技術の発
展により、クラウドベースのシステムやサ
ービスが一気に拡大し、データセンターな
どIT基盤への大規模な投資が積極的に行
われている。データセンターを構築する事
業者は投資拡大にあたって何に留意すべき
かのポイントを解説している。
■ 安川電機、統合報告書「YASKAWAレ
ポート2022」公開

　安川電機は、グループの総合
的な情報をまとめ、同社の最新
情報が分かる「YASKAWAレ
ポート」の2022年版を発行し
た。
■ 安川電機、食品仕様ロボットMOTO 
MAN-GP8の開発背景をまとめたレポー
ト公開
　安川電機は、2021年10月に発売した特殊

表面処理・食品仕様ロボッ
ト MOTOMAN-GP8につ
いて、テクニカルレポート
「食品加工および中食市場
における自動化への挑戦～
特殊表面処理・食品仕様ロ
ボットMOTOMAN-GP8
の開発～」として開発経緯

や特長をまとめて公開した。
■ フエニックス・コンタクトのアイデアコ
ンペで日本の高専2チームが1次選考突破

　フエニックス・コンタ
クト主催のテクノロジー
アワード「xplore（エク
スプロア）」で、日本の高等専門学校の豊
田工業高等専門学校（愛知県）と国際高等
専門学校（石川県）から応募した2チーム
が1次選考突破の100チームに選ばれ、2次
選考に進むこととなった。
　同アワードは、同社が1998年から3年に
一度開催している国際技術アイデアコンペ
で、今回は8回目の開催。参加対象は、世
界のさまざまな年齢層や教育レベルの学
生、職業訓練生、若い社会人などで構成さ
れるチームで、世界30カ国170チームが参
加している。
　突破した２チームは、豊田工業高専専門
学校都築研究室・松本研究室の「Tsuz& 
Matz  Lab.」と、国際高等専門学校の
「Yoshik i  Hatanaka／畠中義基」。
Tsuz&Matz Lab.は「環境情報を活用した
行動変容の促進とCO2排出量を削減するシ
ステムの開発」を、Yoshiki Hatanaka／
畠中義基は「コンパクトな自動耕運機の開
発」のアイデアを研究。第1次選考ではこ
れらのアイデアを100秒間のプレゼンテー
ション動画にまとめて提出するというもの
で、今回見事に突破した。
　第2次選考では、同社から無償提供され
る3000ユーロ相当の産業用機器を使ってそ
れぞれのプロジェクト開発を行い、2023年
9月に提出し選考を受ける。上位25チーム
が突破し、2023年10月にドイツ本社で行わ
れる最終選考会で最後のプレゼンテーショ
ンに臨み、優勝者が決定される。

■ オムロン京都太陽が「障害者雇用優良事
業所表彰理事長表彰」、同社社員が「優
良勤労者知事表彰」をダブル受賞
　オムロン京都太陽は、同社社員の馬場 
昭夫氏が京都府 障害者優良勤労者知事表
彰を、同社が高齢・障害・求職者雇用支援
機構　障害者雇用優良事業所理事長表彰を
ダブルで受賞した。
　 馬 場 氏
は 、 高 い
PCスキル
で出荷検査
管理システ
ムを構築し
業務効率化
に貢献した
ことと、重
度障がいによる入院から復帰後も仕事に対
して前向きに努力する姿が他の社員の共感
・共鳴を生み出している点が評価され受賞
にいたった。馬場氏は「職場の皆さんのご
協力で、ここまで頑張って仕事をすること
ができ、感謝の気持ちでいっぱいです。こ
れからも皆さんに感謝しつつ、実直な姿勢
で日々努力していきます」とコメントし
た。
　高齢・障害・求職者雇用支援機構障害者
雇用優良事業所理事長表彰では、同社の積
極的な障がい者の採用活動に加え、精神・
知的障がい者の雇用を積極的に進め、障が
いの特性に応じた配置やコミュニケーショ
ンの工夫により、障がい者の職域拡大・就
労の安定化に貢献している点が高く評価さ
れた。
■ 横河電機、シンガポールのVotiva社を買
収。東南アジアでのERP事業加速
　横河電機は、ERPやCRMの導入支援等
を行うシンガポールのITコンサルティン
グ会社であるVotiva Singapore（ボティバ
・シンガポール、Votiva）を買収し、
Yokogawa Votiva Solutionsとして事業を
開始する。
　同社は2007年創業で、東南アジア5か国
に拠点を構え、Microsoft Dynamicsビジ
ネスソリューションのコンサルティングと
導入、ITのアウトソーシングサービスを
提供している。Microsoft Dynamics ERP 
& CRM、Microsoft Dynamics ERP for 
Retail、Dynamics 365 Cloudの導入を行
い、東南アジアで400を超える実績がある。
　横河電機は2019年から東南アジア向けに
ERPソリューションの提供を開始してお
り、今回の買収によってERP導入促進を
加速し、東南アジアの製造業のDX推進を
支援を強化する。
■ カナデン、連結子会社カナデンブレイン
の株式をシスミックインテグレーション
に譲渡
　カナデンは、連結子会社でLPガス事業
者向けパッケージソフトと周辺システムの
開発、販売を行うカナデンブレインについ
て、シスミックインテグレーションに発行
済み株式のすべてを譲渡することを決定し
た。株式譲渡実行日は9月29日で、株式譲
渡後、カナデンブレインは社名をブレイン
ジェネシスに変更する予定。
■ ワゴジャパン、スプリング式大電流端子
台「POWER CAGE CLAMP」ページを
更新
　ワゴジャパンは、最大200平方㍉㍍

（CV、CVT など）までの太線対応のスプ
リング式大電流端子台「POWER CAGE 
CLAMP」の紹介ページを更新した。
　38sq、60sq、100sq、200sqの太線も圧
着不要のワンタッチ結線ができ、200sq電
線用は353A、AC/DC 1000Vの高容量であ
りながら、端子幅はわずか32㍉㍍で、一般
的なネジ式端子台より40％も省スペース。
電線ストリッパと六角レンチのみで、むき
出した電線をダイレクトに結線でき、圧着
端子が不要。効率的な作業が可能。
■ 北陽電機、死角の見張り番「UST-30LC/
LCN」チラシ公開
　北陽電機は、工場
や物流倉庫、大型施
設の構内での車両や
人の衝突事故の防止
に向け、測域センサ
「USTシリーズ」
の 最 上 位 モ デ ル
「UST－30LC /30LCN」を使って曲がり
角の死角でのヒヤリハットの未然防止対策
を行うチラシを公開した。
　同製品は、雨のなかでも使用でき、汚れ
ても検知可能で、暗闇や夜間でも検出で
き、屋内外で使える測域センサとなってい
る。
■ オリエンタルモーター、New Motion9
月号を発行。無料ダウンロード可能

　オリエンタルモーター
は、新製品情報、技術情
報、展示会やイベント情
報、技術セミナーの案内な
ど最新情報をまとめた季刊
誌「New Motion」の9月
号を発行した。
　9月号では、カーボンニュートラル特集
のほか、ロボットジョイントアクチュエー
タ RJシリーズ、ブラシレスモータ BLVシ
リーズRタイプ 60W、400W、LJリニアヘ
ッド、電動グリッパ EHシリーズ ロボッ
ト用取付フランジなど新製品情報を掲載し
ている。
■ Nozomi Networks、OT・IoTセキュリ
ティ動向レポート公開

　OT / I o TセキュリティのNo z om i 
Networksは、Nozomi Networks Labs の
2022年上半期OT/IoTセキュリティ動向レ
ポートを公開した。
　レポートでは、ロシアによるウクライナ
侵攻以降、国家的APT、サイバー犯罪者
など複数のタイプの脅威攻撃者の活動が活
発化。またワイパー型マルウェアが活発に
利用され、インダストリー環境で一般的に
使用されているIEC-104プロトコルを悪用
するために開発された「Industroyer」の
亜種となる「Industroyer2」が出現してい
る。
　また2022年上半期では、悪意のあるIoT
ボットネットの活動の増加や巧妙さが進化
している。3月が最も活発で、5000近いユ
ニークな攻撃者IPアドレスが収集され、

その上位は中国と米国に関連していること
がわかった。脅威攻撃者がアクセスする手
段としては「root」と「admin」の認証情
報が最も頻繁に標的とされている。
■ 台湾のサイバーセキュリティTeamT5、
日本法人設立

　台湾に本社があり、アジア太平洋地域で
サイバーセキュリティと脅威ハンティング
ツールを提供する Team T5は、日本法人
を設立し、日本での事業を強化する。併せ
て日本市場でシリーズA資金調達を行い、
JAFCOアジアと伊藤忠商事、マクニカが
参加した。
　同社は、アジア太平洋地域のサイバー攻
撃者とサイバースパイに関する特別な専門
知識を持つ台湾のセキュリティ企業。マル
ウェアや高度標的型攻撃検知に関するレポ
ートとアンチランサムウェアソリューショ
ンを、米国や日本、台湾の政府機関や金融
機関、通信事業者、ハイテク企業などに提
供している。
■ 萩原テクノソリューションズ、シンガポ
ールIoTプラットフォーム企業と事業提
携

　萩原テクノソリューションズは、製造業
をターゲットとした次世代IoT基盤サービ
スの拡充に向け、IoTアナリティクスプラ
ットフォームを提供するシンガポールの
BellaDati社と戦略的パートナーシップ契
約を締結した。
　両社は2022年4月から協業し、製造業の
顧客の製品を使ったサービス化（コトづく
り）を支援し、さらに次世代IｏTクラウ
ド基盤サービス「コトづくり支援サービ
ス」を展開し、走行設備監視サービス、設
備統合監視サービス、IoT統合監視サービ
スの３点をリリースしてきている。今回の
提携によりそれをさらに強化するものとな
る。

セミナー・イベント情報
■ 立花エレテック、10月4日WEBセミナー
「製造現場で今すぐ使えるIoT /DXソリ
ューション」

　立花エレテックは、10月4日13時から
WEBセミナー「製造現場で今すぐ使える
IoT/DXソリューションセミナー～ 簡単に
始められる最新ソリューションのご紹介 
～」を開催する。
　「かんたん」をテーマに、できるだけ専
門用語を避け、すでに商用化されているソ
リューションを具体的な事例を上げて説
明。今回はNTTコミュニケーションズの
ソリューションを紹介する。参加無料。定
員は300人となっている。
■ シーシーエス、10月26、27日に仙台でプ
ライベート展

　シーシーエスは、10月26、27日に仙台市
青葉区のアジュール仙台で「シーシーエス
プライベート展in仙台」を開催する。
　可視光マルチバンド照明など最新ソリュ
ーション、検査用照明新製品、Aiソリュ
ーションなどを展示し、画像処理検査の
「見える！」を実現する外観検査ソリュー
ションをじっくりと体験することができ
る。また会場ではライティングセミナー基
礎編＋撮像事例の紹介の技術セミナーを開
催。適切な画像処理検査に必要な光の知識
の解説や撮像事例を紹介する。
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原
状
態
で
推
移
し

て
い
る
。
旺
盛
な
半
導
体
製
造
装
置
や
電
子
部
品
製
造
装
置
向

け
、
ロ
ボ
ッ
ト
向
け
な
ど
を
中
心
に
旺
盛
な
需
要
が
あ
る
一
方

で
、
部
品
不
足
や
素
材
の
入
手
難
と
価
格
上
昇
な
ど
が
継
続
。

需
要
に
応
え
ら
れ
る
生
産
が
で
き
ず
、
結
果
的
に
出
荷
で
き
な

い
状
態
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
省
人
化
や
無
人
化
、
生
産
能
力

増
強
に
向
け
て
投
資
意
欲
が
依
然
衰
え
を
見
せ
な
い
な
か
で
、

引
き
合
い
安
定
し
て
い
る
。
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
の
製
品
傾
向
は
、

高
分
解
能
化
と
高
速
・
高
精
度
制
御
、
高
ト
ル
ク
化
、
調
整
作

業
の
簡
素
化
、
省
配
線
化
、
安
全
対
策
な
ど
を
中
心
に
取
り
組

ま
れ
て
い
る
。

サーボモータ市場
高原状態で推移　

半
導
体
製
造
装
置
、工
作
機
械
、ロ
ボ
ッ
ト
向
け
好
調

　
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
各
社
は
、
使
い
や
す
さ
に
重

点
を
置
い
た
製
品
開
発
を
進
め
て
い
る
。
複
雑

な
制
御
調
整
が
簡
単
に
で
き
る
オ
ー
ト
チ
ュ
ー

ニ
ン
グ
機
能
、
機
械
の
振
動
を
抑
え
な
が
ら
短

時
間
で
位
置
決
め
を
行
う
制
振
制
御
技
術
、
作

業
の
安
全
を
確
保
す
る
セ
ー
フ
テ
ィ
制
御
技

術
、
さ
ら
に
効
率
的
な
生
産
を
進
め
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
対
応
な
ど
が
開
発
の
ポ
イ
ン
ト
と
な

っ
て
い
る
。

　
オ
ー
ト
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
で
は
、
機
械
の
負
荷

変
動
や
剛
性
に
応
じ
て
安
定
し
た
制
御
の
実
現

を
簡
単
に
で
き
る
方
法
を
各
社
が
独
自
に
開
発

し
て
い
る
。
制
振
制
御
技
術
で
は
ア
ー
ム
先
端

の
振
動
に
加
え
、
装
置
本
体
の
残
留
振
動
も
抑

制
で
き
る
低
周
波
抑
制
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
搭
載

し
、
さ
ら
な
る
高
精
度
調
整
を
可
能
に
し
て
い

る
。

　
高
速
化
で
は
、
速
度
周
波
数
応
答
３
・
５

ｋ
Hz
、
26
ビ
ッ
ト
ロ
ー
タ
リ
ー
エ
ン
コ
ー
ダ
の

標
準
搭
載
で
、
６
７
０
０
万
パ
ル
ス
／
回
転
を

超
え
る
高
分
解
能
製
品
も
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
さ
れ

て
き
て
お
り
、
位
置
決
め
整
定
時
間
を
大
幅
に

短
縮
し
、
高
精
度
な
位
置
決
め
や
微
細
加
工
を

可
能
に
し
て
い
る
。
整
定
時
間
を
短
縮
す
る
こ

と
は
、
業
務
の
効
率
化
に
つ
な
が
り
、
機
械
・

シ
ス
テ
ム
の
生
産
性
が
向
上
す
る
。

　
ま
た
、
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
の
制
御
に
関
し
て

は
、
指
令
応
答
特
性
を
高
め
る
フ
ィ
ー
ド
フ
ォ

ワ
ー
ド
機
能
（
Ｆ
Ｆ
機
能
）
と
、
外
乱
抑
制
特

性
を
高
め
る
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
制
御
（
Ｆ
Ｂ
制

御
）
が
あ
る
が
、
Ｆ
Ｆ
制
御
と
Ｆ
Ｂ
制
御
を
完

全
に
分
離
し
て
制
御
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
、

２
自
由
度
制
御
方
式
を
搭
載
し
た
サ
ー
ボ
モ
ー

タ
も
使
わ
れ
て
い
る
。
両
制
御
を
完
全
に
分
離

す
る
こ
と
で
、
よ
り
高
速
・
高
精
度
な
モ
ー
タ

制
御
が
実
現
す
る
。
例
え
ば
電
子
部
品
実
装
機

で
は
、
部
品
搭
載
ヘ
ッ
ド
の
振
動
を
抑
え
た
高

速
実
装
タ
ク
ト
の
実
現
や
、
金
属
加
工
機
で

は
、
摩
擦
や
粘
性
の
影
響
を
少
な
く
し
、
切
断

面
を
滑
ら
か
に
す
る
と
い
っ
た
高
精
度
な
加
工

が
実
現
で
き
る
。
さ
ら
に
、
１
台
の
ア
ン
プ
で

最
大
３
台
（
３
軸
）
の
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
が
で
き

る
機
種
も
評
価
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　
最
近
注
目
さ
れ
て
い
る
の
は
、
ア
ン
プ
の
診

断
機
能
を
使
っ
た
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
の
予
知
診
断

機
能
で
あ
る
。
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
の
稼
働
時
間
な

ど
を
計
測
し
て
、
故
障
な
ど
を
予
知
す
る
こ
と

で
稼
働
停
止
な
ど
に
伴
う
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に

防
止
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

　
そ
の
ほ
か
、
小
型
化
の
一
環
と
し
て
動
力
と

信
号
を
ひ
と
つ
の
コ
ネ
ク
タ
で
接
続
で
き
る
よ

う
に
す
る
こ
と
で
、
コ
ネ
ク
タ
の
ス
ペ
ー
ス
削

減
し
、
コ
ン
パ
ク
ト
化
を
実
現
し
て
い
る
。

　
小
型
・
軽
量
化
で
は
、
サ
ー
ボ
ド
ラ
イ
ブ
が

必
要
と
す
る
ト
ル
ク
を
直
接
供
給
す
る
ダ
イ
レ

ク
ト
ド
ラ
イ
ブ
（
Ｄ
Ｄ
）
モ
ー
タ
も
注
目
さ
れ

て
い
る
。
Ｄ
Ｄ
モ
ー
タ
は
、
減
速
機
、
ベ
ル
ト

な
ど
の
中
間
機
構
を
介
さ
ず
に
モ
ー
タ
と
機
械

を
直
接
接
合
し
、
動
力
・
動
作
を
伝
え
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
薄
型
・
コ
ン
パ
ク
ト
化

で
シ
ン
プ
ル
構
造
が
可
能
に
な
る
。
減
速
機
な

ど
を
使
用
し
な
い
こ
と
で
特
に
低
速
で
の
駆
動

が
安
定
し
て
い
る
こ
と
や
、
減
速
機
の
歯
車
か

ら
発
生
す
る
微
振
動
や
音
も
無
く
な
り
、
静
か

で
周
囲
環
境
に
も
優
し
い
。
当
然
な
が
ら
、
減

速
機
な
ど
の
メ
カ
機
構
が
な
い
こ
と
で
摩
耗
や

歯
車
の
か
み
合
わ
せ
ず
れ
に
よ
る
位
置
精
度
誤

差
や
故
障
の
発
生
と
い
っ
た
ト
ラ
ブ
ル
の
要
因

も
減
ら
せ
る
こ
と
に
な
り
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
作

業
の
軽
減
、
低
コ
ス
ト
や
省
資
源
と
い
う
メ
リ

ッ
ト
に
も
つ
な
が
る
。
最
近
注
目
の
２
軸
一
体

型
Ｄ
Ｄ
モ
ー
タ
で
は
、
モ
ー
タ
中
央
部
に
２
つ

の
独
立
し
た
回
転
軸
を
持
た
せ
る
こ
と
で
別
々

の
動
作
を
同
時
に
行
う
こ
と
が
可
能
に
な
り
、

ロ
ボ
ッ
ト
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
な
ど
に
有
効
だ
。
２

軸
の
ア
ン
プ
を
使
用
す
れ
ば
制
御
盤
の
コ
ン
パ

ク
ト
化
も
図
れ
る
。

　
リ
ニ
ア
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
の
動
向
も
注
目
さ
れ

て
い
る
。
回
転
型
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
と
ボ
ー
ル
ね

じ
と
の
組
み
合
わ
せ
に
比
べ
、
推
力
が
大
き

く
、
短
ス
ト
ロ
ー
ク
移
動
で
加
減
速
の
繰
り
返

し
な
ど
に
強
み
を
発
揮
で
き
る
。
特
に
、
小
型

で
速
い
動
き
が
求
め
ら
れ
て
い
る
機
械
な
ど
に

最
適
で
あ
る
。
リ
ニ
ア
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
で
は
、

高
シ
ョ
ッ
ト
往
復
運
転
の
リ
ニ
ア
ア
ク
チ
ュ
エ

ー
タ
が
半
導
体
テ
ス
ト
ハ
ン
ド
ラ
装
置
な
ど
に

よ
く
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
新
た
に
Ｚ
軸
制
御

で
き
る
よ
う
に
し
た
開
発
も
進
ん
で
い
る
。

　
日
本
で
は
ま
だ
市
場
規
模
が
小
さ
い
が
海
外

で
は
採
用
が
増
え
て
お
り
、
特
に
中
国
で
は
５

０
０
億
円
前
後
の
市
場
規
模
が
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
る
。

　
一
方
、
Ｄ
Ｄ
モ
ー
タ
同
様
、
ダ
イ
レ
ク
ト
ド

ラ
イ
ブ
と
し
て
使
用
す
る
ボ
イ
ス
コ
イ
ル
モ
ー

タ
の
動
向
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。
ボ
イ
ス
コ
イ

ル
モ
ー
タ
は
、
小
型
・
小
容
量
で
、
高
応
答
性

と
高
精
度
位
置
決
め
、
推
力
制
御
な
ど
、
サ
ー

ボ
同
様
の
動
き
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
半
導
体

製
造
装
置
の
先
端
部
な
ど
に
使
わ
れ
る
こ
と
が

多
い
。
い
ま
の
と
こ
ろ
海
外
メ
ー
カ
ー
が
販
売

し
、
国
内
メ
ー
カ
ー
は
ま
だ
手
掛
け
て
い
な
い

が
、
そ
の
特
徴
が
評
価
さ
れ
れ
ば
、
新
し
い
モ

ー
タ
と
し
て
採
用
が
見
込
ま
れ
る
。

　
今
後
の
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
の
利
用
領
域
を
拡
大

す
る
う
え
で
モ
ー
タ
が
セ
ン
サ
の
役
割
を
果
た

し
な
が
ら
、
機
械
装
置
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー

タ
を
検
出
し
な
が
ら
同
期
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
工
場
の
生
産
ラ
イ
ン

に
携
わ
る
人
が
減
少
す
る
な
か
で
、
装
置
の
状

態
、
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
の
動
作
や
稼
働
状
態
を
常

時
把
握
し
て
、
異
常
検
知
や
突
発
的
な
故
障
や

停
止
を
防
ぐ
こ
と
は
「
止
ま
ら
な
い
工
場
」
を

実
現
す
る
う
え
で
も
大
き
な
鍵
に
な
る
。

　
ま
た
、
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
を
つ
な
ぐ
モ
ー
シ
ョ

ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
重
要
性
も
増
し
て
い
る
。

特
に
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
と
つ
な
が
る
エ
ン
コ
ー
ダ

と
の
通
信
線
に
各
種
セ
ン
サ
や
Ｉ
／
Ｏ
機
器
な

ど
接
続
す
る
こ
と
で
、
省
配
線
化
と
エ
ン
コ
ー

ダ
と
同
期
し
た
セ
ン
サ
デ
ー
タ
の
収
集
も
可
能

に
す
る
動
き
も
出
て
い
る
。
エ
ン
コ
ー
ダ
と
の

通
信
方
式
も
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
各
社
で
異
な
っ
た

規
格
を
使
用
し
て
い
る
が
、
通
信
方
式
は
リ
ニ

ア
エ
ン
コ
ー
ダ
で
は
公
開
し
て
い
る
が
、
ロ
ー

タ
リ
ー
エ
ン
コ
ー
ダ
で
は
原
則
非
公
開
と
な
っ

て
い
る
。

　
セ
ー
フ
テ
ィ
へ
の
対
応
も
進
ん
で
い
る
。
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
や
段
取
り
替
え
な
ど
の
通
常
運
転

以
外
の
作
業
で
も
効
率
も
上
げ
る
た
め
に
、
機

械
装
置
を
止
め
な
い
で
、
安
全
に
動
か
し
な
が

ら
作
業
す
る
こ
と
も
必
要
に
な
っ
て
い
る
。
そ

こ
で
重
要
に
な
る
の
は
セ
ー
フ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム

へ
の
対
応
だ
、
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
に
関
連
す
る
規

格
と
し
て
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
３
８
４
９
―
１
、
Ｉ
Ｅ

Ｃ
６
１
５
０
８
シ
リ
ー
ズ
、
Ｉ
Ｅ
Ｃ
６
２
０
６

１
、
Ｉ
Ｅ
Ｃ
６
０
２
０
４
―
１
、
Ｉ
Ｅ
Ｃ
６
１

８
０
０
―
５
―
２
な
ど
が
あ
る
が
、
こ
の
う
ち

Ｉ
Ｅ
Ｃ
６
０
２
０
４
―
１
は
、
機
械
の
電
気
装

置
に
関
す
る
要
求
事
項
を
定
め
た
規
格
で
、
停

止
の
制
御
機
能
に
つ
い
て
定
義
さ
れ
て
い
る
。

　
可
変
速
ド
ラ
イ
ブ
シ
ス
テ
ム
の
機
能
安
全
規

格
で
あ
る
Ｉ
Ｅ
Ｃ
６
１
８
０
０
―
５
―
２
へ
の

対
応
も
行
わ
れ
て
い
る
。
安
全
規
格
へ
の
対
応

は
特
に
、
自
動
車
製
造
関
連
の
用
途
で
求
め
ら

れ
る
こ
と
が
多
く
、
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
各
社
の
ほ

と
ん
ど
が
対
応
を
行
っ
て
お
り
、
最
高
安
全
認

証
レ
ベ
ル
「
Ｐ
Ｌ
ｅ
／
Ｓ
Ｉ
Ｌ
３
」
を
ク
リ
ア

し
て
い
る
製
品
も
多
い
。

　
こ
の
ほ
か
、
厳
し
い
環
境
下
で
も
使
用
で
き

る
よ
う
保
護
構
造
Ｉ
Ｐ
65
な
ど
を
標
準
採
用
し

た
タ
イ
プ
や
、
Ｉ
Ｐ
67
対
応
品
も
増
え
て
い

る
。

　
低
剛
性
へ
の
対
応
も
ポ
イ
ン
ト
で
、
特
に
高

速
応
答
の
必
要
な
マ
シ
ン
ボ
ン
ダ
ー
や
、
低
剛

性
メ
カ
ニ
ッ
ク
を
低
振
動
で
高
速
駆
動
し
た
い

取
り
出
し
ロ
ボ
ッ
ト
、
多
関
節
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど

で
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
も
あ
り
、
人
の
介
在
を
極
力
減
ら

す
取
り
組
み
は
今
後
ま
す
ま
す
顕
著
に
な
り
、

機
械
・
装
置
の
予
知
保
全
／
遠
隔
監
視
、
ロ
ボ

ッ
ト
化
な
ど
が
進
む
こ
と
か
ら
、
サ
ー
ボ
モ
ー

タ
の
用
途
は
さ
ら
に
拡
大
が
見
込
ま
れ
、
右
肩

上
が
り
の
成
長
が
継
続
し
そ
う
だ
。

高
速
・
高
精
度+

使
い
や
す
さ
重
視

部
品
不
足
、素
材
価
格
上
昇

コ
ス
ト
対
策
が
課
題

　
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
の
需
要
は
、
半
導
体
製
造
装

置
、
工
作
機
械
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
３
つ
の
市
場
が

大
き
く
け
ん
引
し
て
い
る
。
特
に
半
導
体
製
造

装
置
向
け
は
、
半
導
体
の
生
産
が
追
い
つ
か
な

こ
と
か
ら
装
置
の
増
産
に
取
り
組
ん
で
お
り
サ

ー
ボ
モ
ー
タ
の
需
要
増
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
工
場
の
自
動
化

や
無
人
化
・
省
人
化
を
目
指
す
投
資
意
欲
も
高

ま
っ
て
い
る
。
ロ
ボ
ッ
ト
や
電
子
部
品
実
装
機

な
ど
の
採
用
、
監
視
制
御
装
置
な
ど
に
よ
る
リ

モ
ー
ト
監
視
装
置
の
導
入
が
増
え
て
い
る
。
と

り
わ
け
ロ
ボ
ッ
ト
は
、
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
と
セ
ン

サ
で
構
成
さ
れ
て
い
る
と
も
言
え
る
ほ
ど
サ
ー

ボ
モ
ー
タ
の
大
き
な
市
場
で
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
伸

長
率
と
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
の
伸
長
率
は
ほ
ぼ
比
例

す
る
。
ロ
ボ
ッ
ト
が
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
の
市
場
拡

大
の
け
ん
引
役
と
し
て
果
た
す
役
割
は
大
き

い
。

　
ロ
ボ
ッ
ト
は
コ
ロ
ナ
禍
や
人
手
不
足
に
加

え
、
自
動
機
や
ロ
ボ
ッ
ト
で
で
し
か
な
い
作
れ

な
い
も
の
も
増
え
て
お
り
、
自
動
化
投
資
が
進

ん
で
い
る
。
用
途
も
工
場
で
の
作
業
用
や
物
流

分
野
、
非
製
造
業
で
も
ホ
テ
ル
で
の
案
内
サ
ー

ビ
ス
や
外
食
産
業
の
人
手
補
完
用
、
警
備
や
清

掃
な
ど
と
い
っ
た
幅
広
い
用
途
で
採
用
が
進
み

つ
つ
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
感
染
リ
ス
ク
を
避

け
る
た
め
の
需
要
も
出
始
め
て
い
る
。
サ
ー
ボ

モ
ー
タ
各
社
は
こ
う
し
た
市
場
環
境
を
背
景
に

生
産
増
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
日
本
電
機
工
業
会
（
Ｊ
Ｅ
Ｍ
Ａ
）
が
ま
と
め

て
い
る
生
産
統
計
に
よ
る
と
、
２
０
２
０
年
度

（
20
年
４
月
〜
21
年
３
月
）
の
サ
ー
ボ
モ
ー
タ

の
生
産
額
は
７
９
８
億
円
（
前
年
度
比
95
・
２

％
）
、
サ
ー
ボ
ア
ン
プ
は
８
３
２
億
円
（
同
80

・
８
％
）
で
、
合
わ
せ
て
１
６
３
０
億
円
に
な

っ
て
い
る
。
20
年
の
前
半
は
米
中
の
貿
易
摩
擦

や
コ
ロ
ナ
禍
な
ど
で
、
工
作
機
械
、
ロ
ボ
ッ
ト

な
ど
の
需
要
が
停
滞
し
た
。
し
か
し
、
後
半
か

　
Ｊ
Ｅ
Ｍ
Ａ
の
22
年
度
は
、
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
が

１
１
７
７
億
円
（
同
１
０
８
・
９
％
）
、
サ
ー

ボ
ア
ン
プ
が
１
１
０
４
億
円
（
同
１
０
８
・
９

％
）
で
、
合
わ
せ
て
２
２
８
１
億
円
の
見
通
し

を
立
て
て
い
る
。
22
年
１
月
〜
６
月
ま
で
の
６

カ
月
間
の
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
と
ア
ン
プ
を
合
わ
せ

た
出
荷
額
は
、
前
年
同
期
比
１
０
７
・
３
％
の

１
０
７
３
億
２
６
０
０
万
円
と
な
っ
て
お
り
、

22
年
度
第
１
四
半
期
（
４
月
〜
６
月
）
の
出
荷

額
は
同
96
・
８
％
の
５
２
１
億
２
８
０
０
万
円

と
前
年
同
期
比
を
３
・
２
㌽
下
回
っ
て
い
る
。

前
年
同
期
の
出
荷
が
好
調
で
あ
っ
た
と
も
い
え

る
が
、
素
材
や
部
品
不
足
の
影
響
で
計
画
通
り

の
生
産
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
要
因
も
あ
る

と
思
わ
れ
る
。

　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
ロ
シ
ア
の
戦
争
や
、
世
界
的

な
景
気
回
復
を
背
景
に
素
材
の
調
達
難
と
価
格

上
昇
が
著
し
い
。
加
え
て
こ
の
と
こ
ろ
の
円
安

基
調
は
、
海
外
か
ら
の
調
達
が
多
い
石
油
素
材

や
鉄
鋼
関
連
の
調
達
コ
ス
ト
上
昇
に
拍
車
を
か

け
て
い
る
。
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
を
は
じ
め
と
し
た

産
業
機
器
は
、
素
材
や
レ
ア
メ
タ
ル
価
格
の
高

騰
と
調
達
難
、
円
安
に
伴
う
輸
入
価
格
の
上
昇

な
ど
か
ら
、
各
メ
ー
カ
ー
は
製
品
価
格
の
改
定

作
業
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
が
増
え
て
い
る
。

ら
は
半
導
体
製
造
装
置
の
需
要
が
堅
調
に
推
移

す
る
な
ど
回
復
基
調
が
見
え
は
じ
め
減
少
幅
を

抑
え
た
。
こ
の
状
況
は
21
年
に
入
っ
て
も
継
続

し
て
お
り
、
Ｊ
Ｅ
Ｍ
Ａ
の
21
年
度
（
21
年
４
月

〜
22
年
３
月
）
の
生
産
予
測
は
、
サ
ー
ボ
モ
ー

タ
が
８
６
１
億
円
（
同
１
０
７
・
８
％
）
、
サ

ー
ボ
ア
ン
プ
が
８
８
９
億
円
（
同
１
０
６
・
８

％
）
で
、
合
わ
せ
て
１
７
５
０
億
円
と
し
て
い

た
が
、
実
際
は
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
が
１
０
８
１
億

円
（
同
１
３
０
・
０
％
）
、
サ
ー
ボ
ア
ン
プ
が

１
０
１
３
億
円
（
同
１
１
４
・
４
％
）
で
、
合

わ
せ
る
と
２
０
９
４
億
円
と
３
４
４
億
円
も
増

加
し
た
。
実
際
は
、
部
品
不
足
や
コ
ロ
ナ
で
生

産
体
制
が
整
わ
な
い
な
ど
の
影
響
で
、
生
産
で

き
な
か
っ
た
影
響
が
大
き
く
、
伸
び
が
抑
え
ら

れ
た
背
景
が
あ
る
。

省
人
・
省
力
、遠
隔
監
視
支
援
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デ
ジ
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
実
現

安川電機

https://www.yaskawa.co.jp

ＡＣサーボドライブ
「Σ―Ⅹシリーズ」

（
Σ
―
７
）
の
３
・
１
ｋ
㎐
か
ら
３
・

５
ｋ
㎐
に
高
め
、
指
令
に
対
す
る
追
従

性
を
向
上
さ
せ
た
。
ま
た
、
モ
ー
タ
最

高
回
転
速
度
も
６
０
０
０
ｍ
ｉ
ｎ
―
１

か
ら
７
０
０
０
ｍ
ｉ
ｎ
―
１
に
上
げ

て
、
タ
ク
ト
タ
イ
ム
の
短
縮
を
実
現
。

　
さ
ら
に
、
エ
ン
コ
ー
ダ
分
解
能
も
24

ｂ
ｉ
ｔ
（
１
６
０
０
万
パ
ル
ス
／
回

転
）
か
ら
、
26
ｂ
ｉ
ｔ
（
６
７
０
０
万

パ
ル
ス
／
回
転
）
と
、
１
回
転
あ
た
り

分
可
能
が
４
倍
と
な
り
、
高
精
度
化
し

て
い
る
。

　
搭
載
装
置
の
性
能
を
最
大
限
引
き
出

す
サ
ー
ボ
調
整
機
能
も
、
最
大
１
０
０

　
安
川
電
機
は
、
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
の
ト

ッ
プ
メ
ー
カ
ー
と
し
て
業
界
を
リ
ー
ド

し
て
い
る
。

　
２
０
２
１
年
３
月
か
ら
は
Ａ
Ｃ
サ
ー

ボ
モ
ー
タ
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
の
新
シ
リ

ー
ズ
と
し
て
「
Σ
―
Ⅹ
（
シ
グ
マ
・
テ

ン
）
」
の
販
売
を
開
始
し
た
。

　
新
シ
リ
ー

ズ
は
、
モ
ー

シ
ョ
ン
機
能

を
強
化
し
、

速
度
応
答
周

波
数
を
従
来

シ
リ
ー
ズ

倍
の
負
荷
（
従
来
30
倍
）
ま
で
「
調
整

レ
ス
」
、
剛
性
の
低
い
装
置
向
け
の

「
ア
ド
バ
ン
ス
オ
ー
ト
チ
ュ
ー
ニ
ン

グ
」
、
負
荷
変
動
の
大
き
な
装
置
向
け

の
「
ワ
ン
パ
ラ
メ
ー
タ
チ
ュ
ー
ニ
ン

グ
」
な
ど
を
用
意
。

　
そ
の
ほ
か
、
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
活
用

や
Ｄ
Ｘ
化
に
向
け
、
各
種
セ
ン
サ
と
接

続
し
て
、
モ
ー
タ
の
制
御
デ
ー
タ
と
外

部
の
セ
ン
サ
デ
ー
タ
を
時
間
同
期
さ

せ
、
装
置
の
変
化
や
異
常
な
ど
を
検
出

で
き
る
機
能
も
搭
載
し
、
サ
ー
ボ
モ
ー

タ
が
セ
ン
サ
の
役
割
を
果
た
す
。
セ
ン

サ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク「
Σ
―
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
Ⅱ
」

に
よ
り
、
エ
ン
コ
ー
ダ
信
号
線
に
各
種

セ
ン
サ
や
Ｉ
／
Ｏ
機
器
の
な
ど
の
機
械

側
に
設
置
さ
れ
る
機
器
を
接
続
可
能
。

Ｃ
Ｃ
―
Ｌ
ｉｎ
ｋ 

Ｉ
Ｅ 

Ｔ
Ｓ
Ｎ
に
対
応

三菱電機

https://www.mitsubishielectric.co.jp/fa

汎用ＡＣサーボ
「ＭＥＬＳＥＲＶＯ―Ｊ５シリーズ」

Ｌ
Ｓ
Ｅ
Ｒ
Ｖ
Ｏ
―
Ｊ
５
シ
リ
ー
ズ
」
の

販
売
に
注
力
し
て
い
る
。

　
Ｊ
５
シ
リ
ー
ズ
は
、
速
度
周
波
数
応

答
３
・
５
ｋ
㎐
を
実
現
し
た
応
答
性
の

高
い
サ
ー
ボ
ア
ン
プ
に
よ
り
、
生
産
設

備
の
タ
ク
ト
タ
イ
ム
短
縮
に
貢
献
す
る

と
と
も
に
、
回
転
型
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
ー

で
は
、
業
界
最
高
レ
ベ
ル
の
26
ビ
ッ
ト

高
分
解
能
エ
ン
コ
ー
ダ
ー
の
搭
載
に
よ

り
、
ト
ル
ク
の
変
動
を
低
減
し
安
定
制

御
を
実
現
。

　
ま
た
、
次
世
代
産
業
用
オ
ー
プ
ン
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
「
Ｃ
Ｃ
―
Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
　
Ｉ

Ｅ
　
Ｔ
Ｓ
Ｎ
」
に
世
界
で
初
め
て
対
応

　
三
菱
電
機
は
サ
ー
ボ
シ
ス
テ
ム
の
新

製
品
で
あ
る
汎
用
Ａ
Ｃ
サ
ー
ボ
「
Ｍ
Ｅ

し
、
制
御
通
信
と
情
報
通
信
を
同
一
の

Ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
ｎ
ｅ
ｔ
ケ
ー
ブ
ル
で
実
現

す
る
こ
と
で
、
最
適
な
シ
ス
テ
ム
構
築

が
容
易
と
な
り
、
し
か
も
モ
ー
シ
ョ
ン

ユ
ニ
ッ
ト
演
算
周
期
31
・
25
μ
ｓ
と
高

速
で
、
ビ
ジ
ョ
ン
セ
ン
サ
ー
な
ど
接
続

機
器
と
の
高
速
同
期
通
信
に
よ
り
、
装

置
全
体
の
性
能
を
向
上
す
る
。

　
さ
ら
に
、
三
菱
電
機
独
自
の
サ
ー
ボ

シ
ス
テ
ム
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
Ｓ
Ｓ
Ｃ
Ｎ
Ｅ

Ｔ
Ⅲ
／
Ｈ
に
対
応
し
た
サ
ー
ボ
ア
ン
プ

Ｍ
Ｒ
―
Ｊ
５
―
Ｂ
も
２
０
２
２
年
４
月

に
発
売
。
従
来
の
Ｍ
Ｅ
Ｌ
Ｓ
Ｅ
Ｒ
Ｖ
Ｏ

―
Ｊ
４
で
採
用
し
て
い
た
制
御
シ
ス
テ

ム
の
流
用
が
可
能
と
な
り
、
置
換
え
利

便
性
も
大
き
く
向
上
し
た
。

圧
着
式
で
結
線
作
業
簡
素
化

フエニックス・コンタクト

https://www.phoenixcontact.com/ja-jp/

メートルねじ式丸型コネクタ

ト
ル
ね
じ
式
の
丸
型
コ
ネ
ク
タ
が
求
め

ら
れ
る
。
フ
エ
ニ
ッ
ク
ス
・
コ
ン
タ
ク

ト
は
、
こ
の
要
求
に
合
致
し
た
各
種
タ

イ
プ
の
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
に
適
合
し
た
メ

ー
ト
ル
ね
じ
式
丸
型
コ
ネ
ク
タ
を
各
種

ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
次
世
代
の
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
で

ト
レ
ン
ド
と
な
っ
て
い
る
シ
ン
グ
ル
コ

ネ
ク
タ
（
電
源
・
ブ
レ
ー
キ
や
セ
ン
サ

な
ど
の
信
号
・
エ
ン
コ
ー
ダ
へ
の
通
信

な
ど
を
１
本
の
ケ
ー
ブ
ル
接
続
で
実

現
）
に
対
応
す
る
Ｍ
23
、
お
よ
び
Ｍ
40

サ
イ
ズ
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
コ
ネ
ク
タ
を

提
供
し
て
い
る
。

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
市
場
に
お
け
る
サ
ー
ボ

モ
ー
タ
の
電
源
、
お
よ
び
各
種
モ
ー
タ

か
ら
信
号
線
接
続
に
使
用
さ
れ
る
コ
ネ

ク
タ
は
、
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
メ
ー

　
さ
ら
に
電
源
用
Ｍ
12
コ
ネ
ク
タ
（
Ｋ

／
Ｌ
／
Ｍ
コ
ー
ド
）
の
販
売
を
開
始

し
、
小
型
モ
ー
タ
か
ら
大
型
の
サ
ー
ボ

モ
ー
タ
ま
で
幅
広
く
対
応
し
て
い
る
。

　
丸
形
コ
ネ
ク
タ
の
結
線
は
、
作
業
の

簡
素
化
と
信
頼
性
を
重
視
し
た
圧
着
式

を
採
用
し
て
い
る
。

　
電
源
用
丸
形
コ
ネ
ク
タ
は
最
大
Ｍ
58

サ
イ
ズ
（
最
大
定
格
６
３
０
Ｖ
１
５
０

Ａ
）
。

　
Ｍ
23
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
コ
ネ
ク
タ
の
一

般
仕
様
は
次
の
通
り
。
電
源
用
：
６
３

０
Ｖ
30
Ａ
（
最
大
４
極
）
、
信
号
用
：

30
Ｖ
８
Ａ
（
最
大
４
極
）
、
通
信
用
：

Ｃ
Ａ
Ｔ
５
（
４
極
シ
ー
ル
ド
付
き
）
。

Ｍ
12
電
源
用
（
Ｋ
コ
ー
ド
）
の
一
般
仕

様
は
、
６
３
０
Ｖ
16
Ａ
。

豊
富
な
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ

ＣＫＤ日機電装

https://www.nikkidenso.co.jp/

扁平ＤＤモータ
「τ（タウ）ＤＩＳＣシリーズ」

し
て
お
り
、
用
途
に
よ
り
Ｎ
Ｄ
―
ｓ
、

Ｎ
Ｄ
―
ｓ
―
Ｈ
Ｓ
、
Ｄ
Ｄ
―
ｓ
、
Ｈ
Ｄ

―
ｓ
、
Ｆ
Ｄ
―
ｓ
か
ら
選
択
で
き
る
。

　
フ
ィ
ル
ム
製
造
装
置
や
負
荷
試
験
装

置
等
の
大
ト
ル
ク
が
必
要
な
用
途
向
け

に
大
ト
ル
ク
シ
リ
ン
ダ
型
の
τ
ｉ
Ｄ
ロ

ー
ル
を
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
（
定
格
ト
ル
ク

１
５
０
か
ら
７
５
０
０
Ｎ
・
ｍ
、
最
大

ト
ル
ク
４
５
０
か
ら
１
２
０
０
０
Ｎ
・

ｍ
）
し
て
い
る
。

　
一
方
、カ
ス
タ
ム
対
応
と
し
て
、ロ
ー

タ
部
、ス
テ
ー
タ
部
、検
出
セ
ン
サ
を
機

械
主
軸
に
直
接
組
み
込
む
ビ
ル
ト
イ
ン

モ
ー
タ
に
も
注
力
し
て
い
る
。
ビ
ル
ト

　
Ｃ
Ｋ
Ｄ
日
機
電
装
は
、高
応
答
、高
精

度
動
作
を
実
現
す
る
Ｄ
Ｄ
モ
ー
タ
や
リ

ニ
ア
モ
ー
タ
の
開
発
設
計
・
製
造
に
注

力
し
て
い
る
。Ｄ
Ｄ
モ
ー
タ
は
、機
械
に

ダ
イ
レ
ク
ト
に
結
合
さ
せ
る
た
め
、
個

々
の
機
械
に
マ
ッ
チ
ン
グ
し
た
特
性
、

形
状
が
モ
ー
タ
自
身
に
求
め
ら
れ
る
。

　
扁
平
型
Ｄ
Ｄ
モ
ー
タ
（
τ
Ｄ
Ｉ
Ｓ

Ｃ
）
は
、
52
機
種
を

ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
（
定

格
ト
ル
ク
３
か
ら
２

０
０
０
Ｎ
・
ｍ
、
最

大
ト
ル
ク
７
・
５
か

ら
３
７
０
０
Ｎ
・
ｍ
）

イ
ン
モ
ー
タ
化
に
よ
り
、省
ス
ペ
ー
ス
化
、

結
合
部
の
剛
性
ア
ッ
プ
に
よ
る
駆
動
の

高
性
能
化
が
図
れ
る
。
シ
ス
テ
ム
支
援

ツ
ー
ル
に
τ
Ｄ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
専
用
サ
ー
ボ
ゲ

イ
ン
調
整
機
能
Ｎ
ｉ
Ｅ
Ａ
Ｔ（
Ｎ
ｉ
ｋ

ｋ
ｉ
ｄ
ｅ
ｎ
ｓ
ｏ
　
Ｅ
ｎ
ｇ
ｉ
ｎ
ｅ
ｅ

ｒ
ｉ
ｎ
ｇ
　
Ａ
ｕ
ｔ
ｏ
　
Ｔ
ｕ
ｎ
ｉ
ｎ

ｇ
）を
新
搭
載
。難
し
か
っ
た
Ｄ
Ｄ
モ
ー

タ
の
最
適
な
ゲ
イ
ン
調
整
が
簡
単
に
行

え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
従
来
は
動
作
波

形
を
見
な
が
ら
最
適
な
ゲ
イ
ン
値
と
、

フ
ィ
ル
タ
設
定
等
を
行
う
必
要
が
あ
っ

た
が
、
Ｎ
ｉ
Ｅ
Ａ
Ｔ
で
は
調
整
条
件
を

入
力
し
て
開
始
を
ク
リ
ッ
ク
す
れ
ば
自

動
で
適
切
な
ゲ
イ
ン
値
と
フ
ィ
ル
タ
設

定
。
約
５
分
で
自
動
調
整
が
完
了
し
、

高
性
能
を
よ
り
手
軽
に
使
用
で
き
る
。

サ
ー
ボ
モ
ー
タ 

主
要
各
社
の

製
品
紹
介
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㌔
㍍
以
上
離
れ
て
い
る
の
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
社
長
が
本
社
か

ら
筆
者
に
会
い
に
来
て
く
れ
、

と
て
も
上
機
嫌
で
あ
っ
た
。
そ

し
て
、
私
の
顔
を
見
る
な
り
こ

の
社
長
は
ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら

「
富
士
ロ
ボ
ッ
ト
さ
ん
の
お
か

げ
て
、
今
ま
で
は
で
き
な
か
っ

た
加
工
に
、
格
段
に
近
づ
け

た
！
」
「
特
許
の
申
請
も
で
き

る
レ
ベ
ル
に
な
っ
た
。
こ
れ
は

富
士
ロ
ボ
ッ
ト
さ
ん
の
お
か
げ

だ
！
」
と
興
奮
気
味
に
言
い
、

「
こ
れ
が
、
最
近
で
き
た
製
品

で
す
」
と
製
品
を
見
せ
て
く
れ

特
許
の
申
請
を
し
た
顧
客

　
先
日
、
筆
者
は
「
Ｒ
ｏ
ｂ
ｏ

ｔ
Ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
ｓ
を
昨
年
導
入
し

た
顧
客
」
の
工
場
に
伺
っ
た
。

こ
の
企
業
は
社
員
30
名
ほ
ど
の

典
型
的
な
中
小
企
業
で
、
主
に

研
磨
加
工
を
行
っ
て
い
る
。
ロ

ボ
ッ
ト
は
３
年
前
に
導
入
し
た

が
、
あ
ま
り
ロ
ボ
ッ
ト
を
生
か

せ
な
い
の
で
、
当
社
に
コ
ン
サ

ル
と
ソ
フ
ト
を
依
頼
し
た
と
い

う
経
緯
が
あ
る
。

　
筆
者
が
工
場
に
到
着
す
る

と
、
そ
の
工
場
は
本
社
か
ら
10

た
（
顧
客
情
報
な
の
で
詳
し
く

言
え
な
い
の
が
残
念
だ
が
）
。

全
国
の
工
場
を
見
て
回
っ
て
い

る
筆
者
も
驚
く
ほ
ど
「
技
術
力

の
高
さ
」
が
一
目
で
わ
か
る
も

の
で
あ
っ
た
の
で
、
筆
者
は
思

わ
ず
「
一
緒
に
や
っ
て
１
年
も

た
っ
て
い
な
い
の
に
こ
こ
ま
で

で
き
る
と
は
！
」
と
叫
ん
で
し

ま
っ
た
。

　
社
長
と
の
会
話
が
終
わ
っ
た

後
は
、
技
術
の
方
と
ロ
ボ
ッ
ト

や
パ
ソ
コ
ン
を
使
い
な
が
ら
、

技
術
的
な
打
ち
合
わ
せ
も
行
っ

た
。
な
ぜ
な
ら
、
筆
者
が
工
場

を
伺
っ
た
の
は
、
た
だ
現
状
を

見
る
た
め
で
は
な
く
、
さ
ら
な

る
「
効
率
Ｕ
Ｐ
」
「
加
工
技
術

Ｕ
Ｐ
」
が
目
的
だ
か
ら
だ
。
結

果
、
１
時
間
半
で
帰
る
予
定
の

と
こ
ろ
、
４
時
間
く
ら
い
滞
在

し
て
し
ま
う
ほ
ど
、
有
意
義
な

打
ち
合
わ
せ
が
行
わ
れ
た
。
当

社
で
は
、
こ
の
よ
う
な
「
お
伺

い
」
を
無
償
で
時
々
行
い
、
コ

ン
サ
ル
や
Ｒ
ｏ
ｂ
ｏ
ｔ
Ｗ
ｏ
ｒ

ｋ
ｓ
に
新
機
能
を
追
加
し
て
い

る
。
一
般
的
な
製
造
業
の
営
業

で
あ
れ
ば
筆
者
の
行
動
に
対
し

「
な
ぜ
富
士
ロ
ボ
ッ
ト
は
１
円

に
も
な
ら
な
い
こ
と
を
し
て
い

る
？
　
普
通
は
考
え
ら
れ
な
い

こ
と
だ
」
と
言
う
と
思
う
が
、

筆
者
は
そ
う
は
思
わ
な
い
。顧

客
を
発
展
さ
せ
て
こ
そ
、当
社

の
発
展
に
な
る
の
だ
。

　
こ
の
よ
う
に
当
社
は
「
ソ
フ

ト
に
顧
客
に
寄
り
添
っ
た
機

能
」
を
追
加
し
て
い
る
だ
け
で

な
く
、
「
ロ
ボ
ッ
ト
の
コ
ン
サ

ル
を
交
え
た
サ
ポ
ー
ト
」
が
競

合
と
比
べ
物
に
な
ら
な
い
ほ
ど

圧
倒
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と

が
、
顧
客
に
喜
ん
で
も
ら
い
、

特
許
申
請
の
大
き
な
糧
に
な
っ

た
の
だ
。

金
型
加
工
の
ロ
ボ
ッ
ト
化
を

成
功

　
さ
て
当
社
が
顧
客
に
寄
り
添

っ
て
、
成
功
を
さ
せ
た
例
を
も

う
一
つ
述
べ
た
い
。
こ
の
顧
客

も
前
述
の
顧
客
と
同
規
模
の
会

社
で
、
Ｒ
ｏ
ｂ
ｏ
ｔ
Ｗ
ｏ
ｒ
ｋ

ｓ
を
昨
年
導
入
（
と
コ
ン
サ
ル

も
）
し
た
。
ロ
ボ
ッ
ト
は
２
台

持
っ
て
お
り
、
２
台
と
も
金
型

の
加
工
だ
。

　
な
ぜ
、
「
成
功
」
と
言
え
る

か
と
い
う
と
、
ロ
ボ
ッ
ト
で
の

金
型
加
工
で
「
納
期
」
「
加
工

の
質
」
が
格
段
に
上
が
っ
た
そ

う
だ
。
そ
う
な
る
と
仕
事
が
増

え
て
、
Ｒ
ｏ
ｂ
ｏ
ｔ
Ｗ
ｏ
ｒ
ｋ

ｓ
１
台
で
は
追
い
付
か
ず
、
最

近
２
台
目
を
導
入
さ
れ
た
。
当

然
、
ソ
フ
ト
を
使
う
技
術
者
が

２
名
必
要
で
、
通
常
は
ロ
ボ
ッ

ト
技
術
者
を
育
て
る
の
に
多
く

の
工
数
を
要
す
る
が
、
「
ロ
ボ

ッ
ト
の
素
人
が
ソ
フ
ト
を
使
い

こ
な
し
て
い
る
」
と
い
う
有
り

難
い
報
告
を
も
ら
っ
て
い
る
。

　
こ
の
記
事
の
読
者
の
ほ
と
ん

ど
は
、
「
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
（
搬

送
、
組
み
付
け
な
ど
）
や
溶

接
」
で
の
ロ
ボ
ッ
ト
化
は
見
た

こ
と
が
あ
る
と
思
う
が
、
金
型

加
工
の
ロ
ボ
ッ
ト
化
は
ほ
と
ん

ど
見
た
こ
と
が
な
い
だ
ろ
う
。

よ
っ
て
「
金
型
加
工
の
ロ
ボ
ッ

ト
化
が
、
そ
ん
な
に
簡
単
に
い

く
の
か
？
」
と
驚
か
れ
た
と
思

う
。
そ
れ
も
そ
の
は
ず
で
「
テ

ィ
ー
チ
ン
グ
」
と
「
加
工
の

質
」
両
方
が
難
し
い
か
ら
だ
。

と
こ
ろ
が
、
当
社
の
顧
客
で
金

型
加
工
を
行
っ
て
い
る
企
業
は

全
て
成
功
し
て
い
る
。
ち
な
み

に
そ
の
加
工
は
、
肉
盛
り
（
補

修
で
は
な
く
硬
化
）
、
焼
き
入

れ
、パ
ン
チ
ン
グ
な
ど
で
あ
る
。

　
成
功
の
理
由
は
、
金
型
加
工

に
適
し
た
機
能
を
Ｒ
ｏ
ｂ
ｏ
ｔ

Ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
ｓ
が
持
っ
て
い
る
か

ら
だ
。
例
え
ば
、
「
レ
ー
ザ
ー

焼
き
入
れ
」
だ
と
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
上

の
エ
ッ
ジ
に
沿
っ
た
テ
ィ
ー
チ

ン
グ
が
簡
単
に
で
き
る
の
は
当

然
の
こ
と
で
、
そ
の
テ
ィ
ー
チ

ン
グ
ポ
イ
ン
ト
を
一
括
で
ジ
ワ

ジ
ワ
と
位
置
と
姿
勢
と
ず
ら
し

な
が
ら
補
正
を
か
け
る
機
能
が

現
場
で
は
重
宝
さ
れ
る
。
ま
た

「
肉
盛
り
」
や
「
パ
ン
チ
ン

グ
」
で
は
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
上
の
フ
ェ

ー
ス
（
面
）
上
に
面
全
体
を
塗

特
許
申
請
で
き
た
ロ
ボ
ッ
ト
の
加
工
と
は
？

な
ぜ
金
型
加
工
の
ロ
ボ
ッ
ト
化
を
成
功
で
き
た
の
か
？

産業用ロボットを巡る産業用ロボットを巡る
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装
す
る
よ
う
に
テ
ィ
ー
チ
ン
グ

を
す
る
必
要
が
あ
る
。
さ
ら

に
、
顧
客
が
望
む
場
所
だ
け
を

テ
ィ
ー
チ
ン
グ
で
き
る
機
能
が

あ
る
。
し
か
も
金
型
に
は
穴
が

あ
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
そ
の

穴
を
自
動
で
避
け
る
機
能
も
最

近
追
加
さ
れ
た
。
こ
れ
だ
け
、

至
れ
り
尽
く
せ
り
な
の
で
、
ロ

ボ
ッ
ト
の
素
人
で
も
「
成
功
」

に
導
け
た
の
だ
。

顧
客
に
寄
り
添
う
ソ
フ
ト
の

大
変
さ

　
も
ち
ろ
ん
、
Ｒ
ｏ
ｂ
ｏ
ｔ
Ｗ

ｏ
ｒ
ｋ
ｓ
に
は
現
場
に
と
っ
て

最
も
重
要
な
「
キ
ャ
リ
ブ
レ
ー

シ
ョ
ン
機
能
」
や
「
Ｃ
Ａ
Ｄ
と

製
品
と
の
ズ
レ
を
治
す
機
能
」

も
あ
る
。
実
は
、
十
年
ほ
ど
前

ま
で
は
こ
の
よ
う
な
機
能
す
ら

な
か
っ
た
。
顧
客
の
工
場
に
通

い
、
必
要
な
機
能
を
追
加
す
る

こ
と
を
繰
り
返
し
て
現
在
の
当

社
が
あ
る
。

　
誤
解
を
し
て
ほ
し
く
な
い
の

は
、
ソ
フ
ト
に
新
機
能
を
簡
単

に
追
加
で
き
る
か
、
と
い
う
と

そ
う
で
は
な
い
。
ソ
フ
ト
を
軽

ん
じ
る
日
本
人
に
は
理
解
し
が

た
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
「
ソ

フ
ト
の
開
発
」
を
し
た
り
「
新

機
能
を
追
加
」
す
る
と
い
う
の

は
、
多
く
の
優
秀
な
技
術
者
と

時
間
を
要
す
る
。
簡
単
に
説
明

す
る
と
、
バ
グ
が
で
き
る
限
り

起
き
な
い
よ
う
に
設
計
す
る
技

術
力
、
そ
し
て
最
終
の
テ
ス
ト

で
起
き
る
バ
グ
の
原
因
を
何
万

行
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
か

ら
探
す
工
数
、
も
ち
ろ
ん
ロ
ボ

ッ
ト
の
知
識
力
も
必
要
で
あ

る
。
こ
れ
ら
全
て
想
像
を
絶
す

る
大
変
さ
で
あ
る
。

　
余
談
に
な
る
が
、
た
ま
に
当

社
に
問
い
合
わ
せ
を
す
る
方
で

「
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
レ
ス
」
と
い

う
言
葉
を
使
っ
て
、
「
完
全
に

現
場
で
の
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
を
な

く
し
た
い
」
と
言
わ
れ
る
が
、

完
全
に
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
は
不

可
能
で
あ
り
、
現
場
を
知
ら
な

い
素
人
の
考
え
方
で
あ
る
。
な

ぜ
な
ら
Ｃ
Ａ
Ｄ
と
現
場
は
ま
っ

た
く
同
一
で
は
な
い
し
、
ロ
ボ

ッ
ト
も
思
っ
た
通
り
に
動
か
な

い
か
ら
で
あ
る
。
大
事
な
こ
と

は
、
現
場
で
起
き
る
問
題
を
簡

単
に
解
決
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持

つ
こ
と
で
あ
る
。
当
社
で
よ
け

れ
ば
、
遠
慮
な
く
相
談
し
て
ほ

し
い
。

山下夏樹（やましたなつき）　富士ロ
ボット株式会社（http://www.fuji-ro
bot.com/）代表取締役。福井県のロ

ボット導入促進や
生産効率化を図る
「ふくいロボット
テクニカルセンタ
ー」顧問。1973年
生まれ。サーボモ
ータ６つを使って
１からロボットを
作成した経歴を持

つ。多くの企業にて、自社のソフトで
産業用ロボットのティーチング工数を
1／10にするなどの生産効率UPや、コ
ンサルタントでも現場の問題を解決し
てきた実績を持つ、産業用ロボットの
導入のプロ。コンサルタントは「無償
相談から」の窓口を設けている。

工場新設・増設情報 9月第５週

【国内】
■豊田自動織機、車載電池製造ラインを愛知県知多郡東浦
町大字の石浜工場に新設
　豊田自動織機は、車載電池製造ラインを石浜工場（愛知
県知多郡東浦町大字石浜字願並1-1）に新設し、2022年10
月からハイブリッド車用バイポーラ型ニッケル水素電池の
量産を開始する。

　新工場は月産2万台生産予定で、2021年5月から電池生産
を開始した共和工場（愛知県大府市）とあわせ、月産4万
台の能力に増強する。建物面積2万平方㍍、操業開始は
2022年10月予定している。
■クラボウ、熊本県菊池市の熊本事業所に新棟を建設
　クラボウは、熊本事業所隣接地（熊本県菊池市）に新棟
を建設する。
　熊本事業所では、半導体製造装置に使用される、耐薬品
性に優れクリーン性が高い高機能樹脂加工品を生産・開発
している。
　近年の半導体
市場の拡大に伴
い、半導体製造
装置の需要は過
去最高で推移し
ており、今後も
継続的な成長が
見込まれること
から、熊本事業
所の生産能力と
開発体制を現状
の2倍以上に増
強する。
　敷地面積は5467平方㍍（現・熊本事業所西側隣接地）、
延床面積6000平方㍍、2023年3月着工、操業開始は2024年4
月を予定している。投資額は約20億円。
■武州製薬、福島県会津若松市に「会津工場」開設
　武州製薬は、三和化学研究所（愛知県名古屋市）の
FUKUSHIMA工園の事業譲渡を完了し、工場名を「会津
工場」（福島県会津若松市）として開設した。
■ステラケミファ、大阪府堺市堺区海山町の三宝工場に54
億円投資
　ステラケミファは、大阪府堺市の三宝工場（大阪府堺市
堺区海山町7丁227番地）で半導体用高純度薬液の充塡設備
を刷新する。投資額は約54億円。2023年1月の着工、2024
年3月の竣工を予定している。
■プレシード、鹿児島県薩摩郡さつま町に工場新設
　プレシードは、増
加する自動機・省力
化機械の新規受注に
応えるため、鹿児島
県薩摩郡さつま町時
吉2038番地5（倉内
工業団地）に工場を
新設する。新事業所
では、板金加工、製
缶加工、塗装および
組み立てを行う予定。
　用地面積は7147平方㍍、建物面積2682平方㍍で、操業は
2022年10月の予定。投資額は7000万円。
■日柳製作所、山口県熊毛郡平生町に新工場を新設
　日柳製作所、山口県熊毛郡平生町大字竪ケ浜195番3に新
工場を新設する。自社所有地970平方㍍に約304平方㍍の建

屋を建設。工場では、半導体製造装置部品を製造する。投
資額は1億500万円。
■ニシハツ、佐賀県唐津市千々賀に新工場建設
　ニシハツは、佐賀県唐津市千々賀内に非常用発電機を製
造する新工場を建設する。
　敷地面積は3万8680平方㍍、建物面積１万726平方㍍。設
備投資額は約50億円。2024年4月の操業開始を予定している。
■三菱ガス化学、神奈川県平塚市の平塚研究所に新棟建設
　三菱ガス化学は、平塚研究所（神奈川県平塚市）に新研
究棟を建設する。完工は2024年秋を予定している。
　新棟には、グル
ープ会社との共同
実験室やイノベー
ションラウンジを
設け、社内だけで
なくグループ会社
と一体となっての
実験や議論を通じ
てイノベーション
を推進できる環境
を整えることで、
新規事業や新規製
品の創出を加速し
ていく。
■東洋合成工業、千葉県香取郡東庄町の千葉工場で感光材
製造設備増設
　東洋合成工業は、千葉工場（千葉県香取郡東庄町宮野台
1番51号）内の第4感光材工場で製造設備を増設する。
　半導体分野では今後10年で2倍以上の市場成長が予測さ
れ、世界各国ではすでに戦略的投資競争が加速し、より高
性能な電子デバイスの実現に向け多くの機能性材料の供給
拡大が見込まれている。
　今回の設備投資により、急増する需要と顧客品質を満た
す安定供給体制を構築する。千葉工場の先端半導体向け材
料の生産能力は2022年3月期比で最大1.8倍の規模となる。
2023年1月着工予定、2024年7月完成予定。
■イートアンドホールディングス、群馬県邑楽郡板倉町の
関東第三工場が稼働
　イートアンドホールディングスは、群馬県邑楽郡板倉町
泉野二丁目41番13他に建設を進めている関東第三工場が11
月に稼働を開始する。
　関東第三工場は、同社主力商品である「大阪王将羽根つ
き餃子」の製造ラインを導入し、高まる需要に対応するた
め生産設備の増強を目的としており、新技術を積極的に導
入し、高品質と安全性の追求と低コスト運営の両立を図る。
　敷地面積は5539平方㍍、操業開始は2022年11月を予定し
ている。投資総額は約24億円（建物・設備）。

【海外】
■ABB、米国サウスカロライナ州でEV充電器の新工場
　ABBグループのEV充電インフラを開発・製造するABB
　E-モビリティは、米国サウスカロライナ州コロンビア
でEV充電器の新工場を建設する。
　出力150kW～450kWの輸送バス用充電器を製造してい
るABB　E-モビリティの既存の米国製造事業を拡大する
もので、新工場では高速道路、公共充電、スクールバス、
フリートなどに最適な出力20kW～180kWの充電器を年間
最大1万基製造可能となる見通し。投資金額は数百万㌦に
のぼる。
■住友化学、米国テキサス州に半導体用プロセスケミカル
の新工場を建設
　住友化学は、100%子会社である韓国の東友ファインケ
ムを通じて米国テキサス州に新会社を設立し、半導体用プ
ロセスケミカルの工場を建設する。
　同社は、アリゾナ州にある子会社の住友化学アドバンス
トテクノロジーズで化合物半導体事業を展開しており、今
回の新工場建設で、米国半導体産業の集積地であるテキサ
ス・アリゾナ両州に拠点を築き、米国での半導体ビジネス
の展開を一層加速させていく考え。新工場の稼働開始は
2024年度を予定している。


